
（一） 漢字一日一字抄　－漢字･漢語･漢文の窓〔七月・八月の部〕－

キ
ー
ワ
ー
ド
：�

漢
字
、
漢
語
、
漢
文
、
六
書
、
故
事
成
語
、
国
語
教
育

【
要　

旨
】
早
稲
田
大
学
教
育
総
合
研
究
所
二
〇
〇
八
〜
九
年
度
公
募
研
究
「
漢
字
・
漢

語
・
漢
文
に
関
す
る
教
育
方
法
の
検
討
」（
主
任
：
堀 

誠
）
の
活
動
成
果
の
一
部
と
し

て
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

研
究
部
会
活
動
に
お
い
て
は
、
研
究
報
告
・
発
表
の
も
う
一
方
で
、
あ
る
漢
字
一
字

を
四
〇
〇
字
で
レ
ポ
ー
ト
す
る
「
漢
字
一
字
雜
抄
」
と
い
う
取
り
組
み
を
行
っ
た
。
そ

れ
は
自
分
自
身
の
新
た
な
漢
字
・
漢
語
・
漢
文
に
関
す
る
意
識
を
高
め
、
自
ら
の
薬
籠

を
創
り
だ
す
試
み
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
四
〇
〇
字
と
い
う
字
数
制
約
の
も
と
で
、
自
ら

の
個
性
に
し
た
が
っ
た
内
容
を
選
択
し
て
構
築
す
る
と
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
自
ら
七
月
・

八
月
の
日
録
形
式
で
漢
字
を
選
ん
で
書
き
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

【
報　

告
】

　

漢
字
・
漢
語
・
漢
文
は
、
教
育
の
現
場
で
ど
の
よ
う
に
工
夫
し
て
教
え
ら

れ
、
ど
の
よ
う
な
成
果
を
生
み
出
し
、
か
つ
、
そ
の
裏
に
は
ど
の
よ
う
な
失

敗
や
困
難
が
ひ
そ
ん
で
い
る
か
。
二
〇
〇
八
・
九
年
度
早
稲
田
大
学
教
育
総
合

研
究
所
公
募
研
究
「
漢
字
・
漢
語
・
漢
文
に
関
す
る
教
育
方
法
の
検
討
」（
主

任
：
堀 

誠
）
は
、
か
か
る
教
育
現
場
の
現
状
を
校
種
を
超
え
て
あ
る
が
ま
ま

に
認
識
し
、
そ
の
教
育
活
動
の
実
践
体
験
を
踏
ま
え
た
成
果
の
交
流
を
通
し

て
、
広
域
的
な
教
学
の
将
来
を
展
望
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
・
大
学
の
教
員
お
よ
び
大
学
院
生
・
学
部
生

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
部
会
活
動
は
都
合
十
五
回
に
お
よ
び
、
毎
次
、
部
会
主

任
を
含
む
二
〜
三
名
が
レ
ポ
ー
ト
を
担
当
し
た
。
そ
の
一
つ
と
こ
ろ
に
知
恵
を

出
し
あ
う
時
間
的
・
空
間
的
な
営
み
は
、
幸
い
に
も
「
早
稲
田
教
育
叢
書
」
の

『
漢
字･

漢
語･

漢
文
の
教
育
と
指
導
』（
二
〇
一
一
年
三
月
、
学
文
社
刊
）
と

し
て
、
第
Ⅰ
部
「
漢
字
・
漢
語
・
漢
文
と
教
育
を
考
え
る
」、
第
Ⅱ
部
「
小
学

校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
・
大
学
の
実
践
指
導
か
ら
」、
第
Ⅲ
部
「
中
国
・
韓

国
・
欧
州
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
」
の
構
成
の
も
と
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

思
い
か
え
せ
ば
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
か
ら
六
十
五
年
目
の
年
回
り
と

な
っ
た
二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年
、
時
し
も
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
）

年
の
告
示
か
ら
二
十
九
年
ぶ
り
に
「
常
用
漢
字
表
」
が
改
定
さ
れ
た
。
戦
前
・

戦
後
の
漢
字
政
策
の
歴
史
的
展
開
、
な
ら
び
に
新
『
学
習
指
導
要
領
』
の
全
面

実
施
を
控
え
た
教
学
問
題
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
そ
の
改
定
の
意
味
を
問
い

か
け
る
べ
き
転
換
点
に
際
会
す
る
過
程
で
、
今
日
の
漢
字
・
漢
語
・
漢
文
に
関

す
る
教
育
現
場
の
状
況
と
教
学
の
実
践
知
を
検
証
す
る
機
会
を
得
た
こ
と
は
、

将
来
を
展
望
す
る
上
で
大
い
に
意
味
の
あ
る
蓄
積
と
な
っ
た
と
考
え
る
。

　

研
究
部
会
活
動
で
は
、
研
究
報
告
・
発
表
の
も
う
一
方
で
、
あ
る
漢
字
一

　
　
　
　
　
漢
字
一
日
一
字
抄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
漢
字･

漢
語･

漢
文
の
窓
〔
七
月
・
八
月
の
部
〕
―

堀
　
　
　
誠　
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（二）早稲田教育評論　第 26 巻第１号

字
を
四
〇
〇
字
で
レ
ポ
ー
ト
す
る
「
漢
字
一
字
雜
抄
」
と
い
う
取
り
組
み
を

も
推
進
し
た
。
そ
れ
は
各
自
が
自
分
自
身
の
漢
字
・
漢
語
・
漢
文
に
関
す
る

意
識
を
高
め
、
自
家
薬
籠
を
創
出
す
る
た
め
の
試
み
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

字
数
は
少
な
く
し
ぼ
る
に
如
か
ず
。
四
〇
〇
字
と
い
う
字
数
制
約
の
も
と
で
、

個
性
に
し
た
が
っ
て
レ
ポ
ー
ト
を
構
築
す
る
と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　

こ
の
試
み
は
、
レ
ポ
ー
ト
す
る
本
人
が
万
事
に
最
も
勉
強
に
な
る
。
漢
字･

漢
語･

漢
文
を
め
ぐ
る
学
び
の
庭
の
創
生
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
こ
に
潜
在
す
る

「
こ
と
ば
」
の
源
泉
に
遊
び
、
親
し
み
、「
読
む
」「
書
く
」「
話
す
」「
聞
く
」

と
い
う
言
語
行
為
に
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
根
源
的
な
力
を
発
見
し
て
、
そ
の
力

を
育
む
実
践
的
な
方
法
の
考
案
、
そ
の
教
材
と
指
導
法
の
提
案
に
も
架
橋
し
得

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
漢
字
の
も
つ
歴
史
、
漢
語
・
熟
語
・
故
事

成
語
の
成
り
立
ち
と
そ
の
意
味
世
界
、
そ
し
て
訓
読
に
よ
る
漢
語
・
漢
文
の

理
解
方
法
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
現
実
を
見
つ
め
直
し
、
漢
字
・
漢

語
・
漢
文
の
世
界
を
多
角
的
に
掘
り
お
こ
す
営
み
は
伝
統
や
文
化
に
触
れ
「
こ

と
ば
の
力
」
の
源
泉
を
探
究
す
る
こ
と
に
も
連
な
ろ
う
。

　

本
「
漢
字
一
日
一
字
抄
」
は
、
時
候
や
習
俗
等
々
に
着
眼
し
て
選
ん
だ
字

に
ま
つ
わ
る
篇
章
を
日
録
形
式
で
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
研
究
部

会
の
精
神
を
引
き
つ
ぐ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
さ
さ
や
か
な
篇
々
が
、
あ
ら
た

め
て
漢
字
・
漢
語
・
漢
文
の
多
様
な
世
界
に
接
近
し
、
そ
れ
ら
を
多
視
的
に

科
学
す
る
契
機
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。
か
つ
教
育
の
現
場
と

教
員
養
成
の
場
に
還
元
し
得
る
材
料
の
含
有
さ
れ
る
こ
と
を
念
願
す
る
。

○ 

七
月
一
日

常
用
漢
字

旧
字
体

簡
体
字

呉
音

ケ
イ
（
ク
エ
イ
）

蛍

螢

萤

漢
音

ギ
ョ
ウ
（
ギ
ャ
ウ
）

訓　

ほ
た
る

　

旧
字
体
の
「
螢
」
は
、「
虫
」
と
音
符
「い
ケ
イ
」
か
ら
成
り
、
光
を
放
ち
な
が

ら
飛
び
ま
わ
る
虫
、
ほ
た
る
の
意
を
あ
ら
わ
す
。「

」
は
、
火
で
ま
る
く
と

り
ま
く
、
光
を
放
つ
意
。
ほ
た
る
は
、
ホ
タ
ル
科
の
昆
虫
で
、
水
辺
に
住
み
、

腹
部
に
あ
る
発
光
器
か
ら
青
白
い
光
を
放
つ
。「
蛍
火
」
は
、
ほ
た
る
の
光
。

『
礼
記
』「
月
令
」「
季
夏
之
月
」（
陰
暦
六
月
）
に
、「
腐
草　

蛍
と
為な

る
」
と

あ
り
、
ほ
た
る
は
腐
っ
た
草
か
ら
生
ま
れ
る
と
伝
え
ら
れ
た
。

　

苦
心
し
て
学
問
す
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
成
果
を
「
蛍
雪
の
功
」
と
い
う
。
晋

の
車
胤
は
貧
し
く
て
常
に
は
油
が
買
え
ず
、
夏
に
は
数
十
匹
の
蛍
を
練
う
す
ぎ
ぬ
の
ふ
く
ろ
囊
に

入
れ
、
そ
の
光
で
書
物
を
読
み
、
後
に
官
は
尚
書
郎
に
至
っ
た
。
一
方
、
晋

の
孫
康
は
家
が
貧
し
く
油
も
無
く
、
雪
明
か
り
で
読
書
し
、
後
に
御
史
大
夫

に
至
っ
た
。
こ
の
二
人
に
あ
や
か
っ
て
苦
学
す
る
こ
と
を
「
蛍
雪
」、「
蛍け
い
そ
う窗

雪せ
つ
あ
ん案
」
の
語
で
示
し
た
。「
窗
」
は
窓
、「
案
」
は
机
。

　

平
安
時
代
の
和
泉
式
部
は
、「
も
の
お
も
へ
ば
沢
の
蛍
も
わ
が
身
よ
り
あ
く

が
れ
い
づ
る
た
ま
か
と
ぞ
見
る
」
と
詠
じ
、
飛
び
か
う
蛍
を
自
分
の
身
か
ら

抜
け
で
た
魂
か
と
見
て
い
る
が
、
中
国
に
先
例
は
な
い
。

○ 

七
月
二
日

常
用
漢
字

呉
音

ブ

腐

漢
音

フ

訓　

く
さ
る
・
く
さ
れ
る
・
く
さ
ら
す
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（三） 漢字一日一字抄　－漢字･漢語･漢文の窓〔七月・八月の部〕－

　
「
腐
」
は
「
肉
」
と
音
符
「
府
」
と
か
ら
成
り
、
肉
が
く
ず
れ
て
原
形
を
と

ど
め
な
い
こ
と
、
べ
っ
た
り
く
ず
れ
た
肉
を
あ
ら
わ
す
。
く
さ
る
、
く
ち
る
意
。

「
府
」
は
、
も
の
を
び
っ
し
り
と
詰
め
こ
み
、
し
ま
っ
て
お
く
く
ら
。

　

ま
た
、「
陳
腐
」
の
「
陳
」
は
、
古
い
、
古
く
て
役
に
立
た
な
い
意
。「
腐
心
」

は
、
心
を
痛
め
る
、
心
を
悩
ま
す
こ
と
。
日
本
語
で
は
、
苦
心
す
る
意
。「
腐

木　

以
て
柱
と
為
す
べ
か
ら
ず
」（
く
さ
っ
た
木
は
柱
に
は
で
き
な
い
意
）
は
、

『
漢
書
』
劉
輔
伝
の
「
里
語
」
に
見
え
る
こ
と
ば
。
卑
し
く
劣
っ
た
人
物
は
主

要
な
ポ
ス
ト
に
す
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
た
と
え
る
。

　
「
腐
腸
」
は
、
腸
を
く
さ
ら
せ
る
意
。
後
漢
の
王
充
の
『
論
衡
』
言
毒
篇
に

「
美
味　

腸
を
腐
ら
す
」
と
あ
る
。
転
じ
て
、
美
味
な
も
の
。
う
ま
い
食
物
や

酒
を
「
腐
腸
の
薬や
く

」
と
も
い
う
。「
腐
腸
の
賊
」
は
、
酒
の
異
名
。

　
「
腐
鼠
」
は
、
く
さ
っ
た
ね
ず
み
。
転
じ
て
、
軽
薄
で
卑
し
い
も
の
。

○ 

七
月
三
日

常
用
漢
字

古
字

呉
音

コ
ウ
（
ク
ヮ
ウ
）

光

炗

漢
音

コ
ウ
（
ク
ヮ
ウ
）

訓　

ひ
か
る
・
ひ
か
り

　
「
光
」
と
い
う
字
は
、
人
が
頭
の
上
に
火
を
載
せ
た
姿
を
示
し
、
ひ
か
る
、

ひ
か
り
の
意
を
あ
ら
わ
す
。「
光
明
正
大
」
は
、
心
が
潔
白
で
正
し
く
大
き
い

こ
と
。「
光こ

う
み
よ
う明」
は
仏
教
読
み
で
、
仏
の
徳
の
光
、
後ご

光こ
う

の
意
。
日
本
語
で
は
、

希
望
も
意
味
す
る
。「
光こ
う
み
よ
う
ぞ
う

明
蔵
」
は
、
心
の
異
名
。

　
「
光
風
霽せ
い

月
」
は
、
雨
後
に
吹
く
さ
わ
や
か
な
風
と
澄
み
き
っ
た
月
。『
宋
史
』

周
敦
頤い

伝
に
は
、
宋
学
の
開
祖
と
称
さ
れ
る
彼
を
「
人
品
甚
だ
高
く
、
胸
懐

洒し
ゃ
ら
く落
（
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
る
）
な
る
こ
と
、
光
風
霽
月
の
如
し
」
と
記
す
。

　
「
光
陰
」
は
、
年
月
、
時
間
の
意
。「
光
」
が
日･

昼
、「
陰
」
が
月･

夜
。
唐

の
李
白
の
「
春
夜　

桃
李
園
に
宴
す
る
の
序
」
に
、「
天
地
は
万
物
の
逆げ

き
り
よ旅
に

し
て
、
光
陰
は
百
代
の
過
客
な
り
」
と
詠
じ
る
の
を
踏
ま
え
て
、
芭
蕉
は
『
奥

の
細
道
』
に
、「
月
日
は
百
代
の
過
客
に
し
て
行
き
か
ふ
年
も
又
旅
人
な
り
」

と
記
す
。「
逆
旅
」
は
、
旅
人
を
逆む
か

え
る
宿
屋
の
意
。

　
「
光
陰
惜
し
む
べ
し
」
は
、
北
斉
の
顔
之し
す
い推
『
顔
氏
家
訓
』
勉
学
篇
に
あ
る
、

時
間
の
浪
費
を
戒
め
た
語
。
宋
の
朱
熹
の
「
偶
成
」
詩
に
も
、「
一
寸
の
光
陰

軽
ん
ず
べ
か
ら
ず
」
と
詠
う
。「
光
陰　

矢
の
如
し
」
は
月
日
の
経
つ
こ
と
の

早
い
こ
と
を
た
と
え
る
。

○ 

七
月
四
日

常
用
漢
字

異
体
字

呉
音

セ
ン

泉

洤

漢
音

ゼ
ン

訓　

い
ず
み

　
「
泉
」
は
、
岩
の
間
か
ら
水
の
し
た
た
り
わ
く
さ
ま
を
描
い
た
象
形
文
字
で
、

い
ず
み
の
意
を
あ
ら
わ
す
。『
説
文
解
字
』
に
は
、「
泉
は
、
水
厡
な
り
。
水

の
流
出
し
て
川
の
形
を
成
す
に
象か

た
どる
」
と
説
く
。『
孟
子
』
離
婁
下
に
い
う
「
原

泉　

混
混
と
し
て
、
昼
夜
を
舎お

か
ず
」
の
「
原
泉
」
は
、「
源
泉
」
に
同
じ
く
、

混
混
と
た
え
ず
湧
き
で
る
水
の
み
な
も
と
の
意
。

　
「
毖ひ

た
る
彼
の
泉
水
、
亦
た
淇き

に
流
る
」（
湧
き
で
て
早
い
流
れ
と
な
る
泉

水
の
川
は
、
淇
水
に
流
れ
こ
む
）
と
唱
う
『
詩
経
』
邶は

い

風
「
泉
水
」
は
、
泉

水
の
流
れ
を
み
て
、
他
国
に
嫁
い
で
い
る
衛
国
の
女
が
、
国
に
帰
り
た
く
て

も
帰
れ
な
い
望
郷
の
念
を
詠
じ
た
も
の
。

　

泉
の
よ
う
に
広
く
行
き
わ
た
っ
て
生
活
を
潤
す
こ
と
か
ら
、
ぜ
に
の
意
味

も
も
つ
。
古
代
に
は
貝
を
貨
幣
と
し
た
の
で
「
泉
貝
」
と
呼
ば
れ
る
。「
泉
貨
」

「
泉
幣
」「
泉
布
」
も
貨
幣
を
あ
ら
わ
す
。

338



（四）早稲田教育評論　第 26 巻第１号

○ 

七
月
五
日

常
用
漢
字

呉
音

ゴ
ン

源

漢
音

ゲ
ン
（
グ
エ
ン
）

訓　

み
な
も
と

　
「
源
」
は
、「
水
」
と
音
符
「
原
」
と
か
ら
成
る
。「
原
」
は
、
が
け
を
あ
ら

わ
す
「
厂
」
と
水
の
流
れ
で
る
い
ず
み
の
「
泉
」
と
の
会
意
文
字
で
、
水
源

を
意
味
し
た
が
、「
は
ら
」
の
意
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、「
水
」

を
加
え
た
「
源
」
が
「
み
な
も
と
」
の
意
を
あ
ら
わ
し
た
。

　
『
孟
子
』
万
章
上
に
い
う
「
源
源
と
し
て
来
た
る
」
の
「
源
源
」
は
、
水
が

源
か
ら
た
え
ず
流
れ
で
る
さ
ま
を
い
う
。
万
物
が
絶
え
る
こ
と
な
く
続
く
こ

と
、
た
え
ず
来
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。

　

漢
方
の
薬
餌
で
い
う
「
医
食
同
源
」
は
、
病
気
を
治
療
す
る
「
医
」
も
日

常
普
段
に
と
る
「
食
」
も
、
生
命
を
養
生
す
る
た
め
の
も
の
で
、「
源
を
同
じ
」

く
す
る
と
の
考
え
方
に
基
づ
く
。

　
「
同
源
異
脈
」
は
、「
源
を
同
じ
く
し
て
派
を
異
に
す
」
と
訓よ

み
、
も
と
は

源
を
同
一
に
し
て
流
派
を
別
に
す
る
意
。『
荀
子
』
君
道
篇
に
い
う
「
源
清
け

れ
ば
則
ち
流
れ
清
し
」
は
、
根
本
（
君
）
が
正
し
け
れ
ば
末
流
（
民
）
も
正

し
く
な
る
た
と
え
。
逆
に
、「
源
濁
れ
ば
則
ち
流
れ
濁
る
」。

○ 

七
月
六
日

常
用
漢
字

呉
音

ジ
ョ
ウ
（
ヂ
ャ
ウ
）

庭

漢
音

テ
イ

訓　

に
わ

　
「
庭
」
は
、「
广
」
と
「
廷
」
と
か
ら
成
り
、
屋
敷
の
な
か
の
平
ら
に
広
く
の

び
た
所
、
宮
殿
内
の
式
場
、
中
庭
の
意
を
あ
ら
わ
す
。「
廷
」
は
、「
庭
」
の
原

字
で
、
平
に
広
く
の
び
た
に
わ
。
ま
た
、
階
段
の
前
に
人
が
立
つ
さ
ま
に
よ
り
、

天
子
が
引
見
す
る
に
わ
の
意
を
あ
ら
わ
し
た
と
い
う
。

　
「
庭て

い
き
ん訓
」
は
、「
過
庭
の
訓お
し
え
」
の
意
。
孔
子
が
庭
を
通
り
か
か
っ
た
息
子
の

鯉
（
字
は
伯
魚
）
を
呼
び
と
め
て
、
学
ぶ
べ
き
こ
と
を
教
え
た
の
に
ち
な
む
語
。

『
論
語
』
季
氏
篇
に
、
あ
る
と
き
孔
子
が
ひ
と
り
で
庭
に
立
っ
て
い
る
時
、
趨
こ
ば
し

り
し
て
庭
を
通
り
す
ぎ
る
鯉
に
、「
詩
を
学
ん
だ
か
」
と
問
う
た
。
鯉
が
「
い

い
え
」
と
答
え
る
と
、「
詩
を
学
ば
な
け
れ
ば
、
立
派
に
も
の
が
言
え
な
い
」

と
教
え
ら
れ
て
、
詩
を
学
ん
だ
。
ま
た
、
別
の
日
に
も
「
礼
を
学
ん
だ
か
」
と

問
う
の
で
「
い
い
え
」
と
答
え
る
と
、「
礼
を
学
ば
な
け
れ
ば
立
っ
て
い
け
な

い
」
と
教
え
ら
れ
て
、
礼
を
学
ん
だ
、
と
鯉
が
陳
亢こ
う

に
話
し
た
こ
と
を
伝
え
る
。

「
趨
庭
」
と
も
い
う
。

　

孔
子
が
家
庭
教
育
で
は
「
其
の
子
を
遠
ざ
く
る
」
態
度
で
特
別
扱
い
を
し

な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

○
七
月
七
日

常
用
漢
字

呉
音

シ
チ

七

漢
音

シ
ツ

訓　

な
な
・
な
な
つ
・
な
の

　

横
線
を
タ
テ
線
で
切
る
、
切
断
す
る
さ
ま
を
示
し
た
指
事
文
字
。
も
と
、
断

ち
切
る
意
味
を
あ
ら
わ
し
、「
切
」
の
原
字
で
あ
る
。

　
「
七
」
は
数
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
、
数
量
を
あ
ら
わ
す
基
数
詞
と
し
て
「
な

な
ツ
」、
順
序
を
あ
ら
わ
す
序
数
詞
と
し
て
「
な
な
」
と
訓
で
読
む
。
中
国
の

公
文
書
や
領
収
書
で
は
、
字
画
の
改
竄
を
懼
れ
て
、「
柒
」
を
用
い
る
。

　

ま
た
、「
七
」
は
文
章
の
一
体
で
、
漢
の
枚
乗
に
「
七
発
」、
魏
の
曹
植
に
「
七
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啓
」
と
い
っ
た
作
が
あ
る
。

　

曹
植
は
魏
の
曹
操
の
第
三
子
で
、
兄
の
文
帝
（
曹
丕
）
に
そ
の
才
能
を
ね

た
ま
れ
、
七
歩
あ
る
く
間
に
詩
を
作
れ
と
命
ぜ
ら
れ
た
。

　
　

豆
を
煮
て
持
ち
て
羹
を
作
る
、
菽ま
め

を
漉
し
て
以
て
汁
と
為
す
。

　
　

萁
ま
め
が
ら
　

釜
下
に
在
り
て
然
え
、
豆
は
釜
中
に
在
り
て
泣
く
。

　
　

本も
と　

同
根
自よ

り
生
ず
る
に
、
相
煎
る
こ
と
何
ぞ
太は
な
はだ
急
な
る
。

　

豆
（
曹
植
）
と
萁
（
曹
丕
）
を
借
り
て
、
兄
の
無
情
を
訴
え
た
こ
の
詩
作
を
、

「
七
歩
の
詩
」
と
呼
ん
で
曹
植
の
才
を
た
た
え
て
い
る
。

○ 

七
月
八
日

常
用
漢
字

呉
音

ジ
ャ
ク

夕

漢
音

セ
キ

訓　

ゆ
う

　

三
日
月
の
形
を
描
い
た
象
形
文
字
。
月
の
出
る
よ
る
、
月
の
か
が
や
く
よ

る
の
意
味
を
あ
ら
わ
し
た
が
、
の
ち
に
、
ゆ
う
が
た
の
意
と
な
り
、
夜
の
意

に
は
別
に
「
夜
」
の
字
が
生
ま
れ
た
。
な
お
、「
月
」
の
字
も
、
三
日
月
を
描

い
た
象
形
文
字
で
あ
る
。

　
「
朝
夕
」
は
、
音
で
読
む
と
「
チ
ョ
ウ
セ
キ
」、
訓
で
読
む
と
「
あ
さ
ゆ
う
」。

古
く
『
春
秋
左
氏
伝
』
な
ど
に
、「
朝あ
し
た　

夕ゆ
う

に
及
ば
ず
」「
朝
に
夕
を
謀
ら
ず
」

「
朝
に
夕
を
慮
ら
ず
」
の
語
句
が
あ
る
。
事
が
さ
し
迫
っ
て
、
朝
の
状
態
が
夕

方
ま
で
は
も
た
な
い
、
朝
に
は
夕
刻
の
こ
と
を
考
え
ら
れ
な
い
、
生
命
が
ど

う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
『
論
語
』
里
仁
篇
に
は
、「
子
曰
く
、『
朝
に
道
を
聞
か
ば
、
夕
に
死
す
と
も

可
な
り
』
と
」
と
あ
る
。
孔
子
が
道
（
教
え
）
を
聞
く
こ
と
の
重
要
性
を
、「
朝

に
道
を
聞
く
」
と
「
夕
に
死
す
」
と
い
う
「
朝
」「
夕
」
を
対
比
的
に
用
い
た

字
句
で
説
い
た
一
流
の
表
現
で
あ
る
。

○ 

七
月
九
日

簡
体
字

慣
用
音
ジ
ャ
ク

鵲

鹊

呉
音　

サ
ク

漢
音　

シ
ャ
ク

訓　
　

か
さ
さ
ぎ

　

カ
サ
サ
ギ
は
、
ス
ズ
メ
目
カ
ラ
ス
科
の
鳥
で
、
別
名
を
カ
チ
ガ
ラ
ス
、
チ
ョ

ウ
セ
ン
ガ
ラ
ス
と
い
う
。
カ
ラ
ス
に
似
て
い
る
が
、
肩
か
ら
腹
、
腰
に
書
け

て
白
い
。
こ
の
鵲
の
噪
ぐ
の
は
、
よ
い
事
が
起
こ
る
前
兆
だ
と
信
じ
ら
れ
て

い
る
。「
喜
鵲
」
と
呼
ば
れ
、「
霊
鵲　

喜
を
報
ず
」
と
も
称
さ
れ
る
。

　

日
本
の
カ
サ
サ
ギ
は
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
に
際
し
て
、
佐
賀
藩
主
の

鍋
島
直
茂
が
朝
鮮
半
島
か
ら
持
ち
か
え
っ
て
、
繁
殖
し
た
も
の
と
い
う
。
佐

賀･

筑
紫
平
野
を
中
心
に
生
息
し
、
国
の
天
然
記
念
物
、
佐
賀
県
の
県
鳥
に
指

定
さ
れ
る
。「
カ
チ
ガ
ラ
ス
」
の
呼
称
は
、「
か
ち
か
ち
（
勝
ち
勝
ち
）」
と
い

う
鳴
き
声
が
縁
起
よ
い
と
さ
れ
、
そ
の
声
に
因
ん
だ
も
の
と
い
う
。

　
「
鵲
橋
」
は
、
七
夕
の
夜
、
牽
牛
と
織
女
を
会
わ
せ
る
た
め
、
カ
サ
サ
ギ
が

天
の
川
に
か
け
る
と
い
う
橋
で
あ
る
。『
小
倉
百
人
一
首
』
に
収
め
る
大
伴
家

持
の
和
歌
に
「
鵲
の
渡
せ
る
橋
に
お
く
霜
の
白
き
を
見
れ
ば
夜
ぞ
更
け
に
け

る
」
と
う
た
わ
れ
た
の
は
、
中
国
の
文
献
に
見
え
る
習
俗
に
支
え
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

○ 

七
月
十
日

呉
音

チ

蜘

漢
音

チ

訓　

く
も
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ク
モ
は
、
節
足
動
物
門
の
ク
モ
目
に
属
す
る
ク
モ
類
の
総
称
。「
蜘
」
は

「
虫
」
と
音
符
「
知
」
と
か
ら
成
る
。「
虫
」
と
音
符
「
朱
」
と
か
ら
成
る
「
蛛
」

も
ク
モ
の
意
を
あ
ら
わ
し
、「
蜘ち
ち
ゆ
う蛛
」
と
熟
語
化
し
て
も
使
わ
れ
る
。

　

ク
モ
は
人
間
の
居
住
空
間
に
頻
繁
に
出
没
す
る
小
動
物
で
、
そ
の
神
出
鬼

没
な
行
動
に
驚
か
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
前
漢
の
雑
事
を
集
録
し
て

い
る
『
西
京
雑
記
』
巻
三
に
、「
蜘
蛛
集
っ
て
而
し
て
百
事
喜
ぶ
。」
と
い
う

ク
モ
の
出
現
に
ま
つ
わ
る
吉
慶
の
習
俗
が
書
き
と
め
ら
れ
る
。
わ
が
国
で
も
、

古
く
『
日
本
書
紀
』
巻
十
三
の
衣
通
郎
姫
の
歌
に
、

　
　

わ
が
せ
こ
が
く
べ
き
よ
ひ
な
り

　
　
　
　

さ
さ
が
に
の
く
も
の
お
こ
な
ひ
こ
よ
ひ
し
る
し
も

　

と
詠
ま
れ
、「
蜘
蛛
の
行
い
」
に
人
の
来
訪
を
予
知
す
る
俗
信
の
行
わ
れ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
陰
暦
七
月
七
日
の
七
夕
に
は
、
女
子
が
針
仕
事
、
手
芸

の
上
達
を
祈
る
「
乞
巧
」
の
行
事
が
あ
る
。（
七
月
十
一
日
を
参
照
）

○ 

七
月
十
一
日

常
用
漢
字

呉
音

キ
ョ
ウ
（
ケ
ウ
）

巧

漢
音

コ
ウ
（
カ
ウ
）

訓　

た
く
み

　
「
巧
」
は
、「
工
」
と
音
符
「
丂コ

ウ

」
と
か
ら
成
る
会
意
兼
形
声
文
字
で
、
細
か

く
曲
が
り
く
ね
っ
た
細
工
を
す
る
こ
と
を
い
う
。「
た
く
ミ
」
と
訓
じ
て
、
細

工
や
伎
芸
が
上
手
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
技
や
腕
前
を
あ
ら
わ
し
、
ま
た
、
た

く
み
に
上う
わ
べ部
を
か
ざ
る
、
い
つ
わ
る
意
味
を
も
つ
。

　
「
乞き
つ
こ
う巧
」
は
、
陰
暦
七
月
七
日
の
七
夕
の
祭
り
で
、
女
子
が
牽
牛･

織
女
の

二
星
を
ま
つ
り
、
針
仕
事
、
手
芸
の
上
達
を
祈
る
こ
と
を
い
う
。
そ
の
「
巧

み
成
ら
ん
こ
と
を
乞
う
」
祭
り
を
「
乞き
っ
こ
う巧
奠て
ん

」
と
呼
ぶ
。
箱
の
中
に
ク
モ
を

入
れ
て
、
翌
朝
、
そ
の
糸
の
張
り
具
合
に
よ
っ
て
技
芸
の
巧
拙
を
占
っ
た
。

　
『
論
語
』
学
而
篇
に
み
え
る
「
巧
言
令
色
、
鮮す

く

な
し
仁
」
は
、
口
先
の
た
く

み
な
「
巧
言
」
と
人
当
た
り
よ
く
へ
つ
ら
う
「
令
色
」
と
を
、「
仁
」（
ま
ご

こ
ろ
）
に
も
と
る
行
為
と
孔
子
が
戒
め
た
こ
と
ば
。

　
『
老
子
』
第
十
九
章
に
は
、「
巧
を
絶
ち
利
を
棄
つ
れ
ば
、
盗
賊
有
る
こ
と
無

し
」
と
あ
る
。
そ
の
「
絶
巧
」
は
、
技
巧
を
弄
す
る
こ
と
を
や
め
る
こ
と
。「
棄

利
」
は
、
利
益
を
求
め
る
心
を
棄
て
る
こ
と
。

○ 

七
月
十
二
日

人
名
用
漢
字

旧
字
体

簡
体
字

呉
音

レ
ン

蓮

莲

漢
音

レ
ン

訓　

は
す

　
「
蓮
」
は
、「
艸
」
と
音
符
「
連
」
と
か
ら
成
る
会
意
兼
形
声
文
字
。
ハ
ス
は
、

ハ
ス
科
の
多
年
生
水
生
植
物
。
そ
の
花
は
「
蓮れ

ん
げ（
か
）
花
」「
蓮れ
ん
げ（
か
）
華
」
と
呼
称
さ
れ
る
。

日
本
で
は
、
蜂
の
巣
状
の
花
托
に
種
子
（
果
実
）
が
み
の
る
の
で
、
ハ
チ
ス

が
ハ
ス
に
転
じ
た
と
い
う
。
マ
メ
科
の
レ
ン
ゲ
は
、
ハ
ス
と
花
の
形
状
が
似

て
い
る
の
で
名
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
。

　

宋
の
周
敦
頤
（
一
〇
一
七
〜
一
〇
七
三
）
は
「
愛
蓮
の
説
」
の
中
で
、「
予

独
り
愛
す
」
と
し
て
、
ま
ず
「
蓮
の
淤お
で
い泥
よ
り
出
で
て
染
ま
ら
ず
」
を
挙
げ
、

そ
の
廉
潔
さ
を
よ
し
と
す
る
。

　

ハ
ス
の
花
や
実
を
採
る
さ
ま
を
詠
じ
た
「
採
蓮
曲
」
は
、
六
朝
梁
の
武
帝

に
は
じ
ま
り
、
楽
府
題
の
詩
と
し
て
書
き
つ
が
れ
、
唐
の
李
白
は
次
の
よ
う

に
詠
む
。

　
　

若じ
や
く
や
け
い

耶
渓
の
旁か
た
わら　

採
蓮
の
女
む
す
め

　
　

笑
っ
て
荷
花
を
隔
て
て
人
と
共
に
語
る
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「
採
蓮
」
の
「
蓮
」
は
「
憐
」「
恋
」
に
音
が
通
じ
る
。「
荷
花
」
は
ハ
ス
の
花
。

夏
の
陽
射
し
と
澄
ん
だ
水
を
背
景
に
し
て
働
く
乙
女
た
ち
は
美
し
い
。

○ 
七
月
十
三
日

常
用
漢
字

旧
字
体

呉
音

ガ

荷

漢
音

カ

訓　

に

　
「
荷
」
は
、「
艸
」
と
音
符
「
何
」
と
か
ら
成
る
会
意
兼
形
声
文
字
。「
何
」
は
、

人
が
肩
に
荷
物
を
か
つ
ぐ
さ
ま
を
描
い
た
象
形
文
字
で
、「
に
な
う
」
の
意
を

あ
ら
わ
し
た
。
し
か
し
、
借
り
て
疑
問
詞
の
「
な
に
」
の
意
に
使
わ
れ
た
た
め
、

「
荷
」
が
「
に
な
う
」
意
に
用
い
ら
れ
た
。

　
「
荷
」
は
地
下
茎
か
ら
茎
が
の
び
て
大
き
な
葉
や
花
が
つ
く
水
草
、
ハ
ス
。

「
荷
葉
」
は
ハ
ス
の
葉
、「
荷
花
」「
荷
華
」
は
ハ
ス
の
花
。「
荷
月
」
は
ハ
ス

が
花
を
開
く
陰
暦
六
月
の
異
名
。『
詩
経
』
鄭
風
の
「
山
有
扶
蘇
」
に
、

　
　

山
に
扶
蘇
（
小
木
）
有
り
、

　
　

隰さ
わ

に
荷
華
有
り
。

　

と
詠
ま
れ
る
。『
説
文
解
字
』
に
は
、「
荷
」
は
葉
の
こ
と
、「
蓮
」
は
実
の

こ
と
と
も
い
う
。

　

晋
の
陶
淵
明
の
「
園
田
の
居
に
帰
る
」
五
首
の
そ
の
三
に
は
、

　
　

晨あ
し
たに
興お

き
て
荒あ
れ
ち穢
を
理と
と
のえ
、

　
　

月
を
帯
び
て
鋤す
き

を
荷に
な

い
て
帰
る
。

  

と
、
早
朝
か
ら
荒
れ
地
を
整
え
、
月
と
と
も
に
鋤
を
に
な
っ
て
帰
宅
す
る
陶

淵
明
の
生
活
ぶ
り
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

○ 

七
月
十
四
日

人
名
用
漢
字

呉
音

ヘ

巴

漢
音

ハ

　
「
巴
」
は
象
形
文
字
で
、
へ
び
が
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
い
る
さ
ま
を
描
い
て
「
へ

び
」、
引
い
て
は
「
う
ず
ま
き
」
を
あ
ら
わ
す
。『
説
文
解
字
』
に
は
、「
象
を

食
ら
う
蛇
」
と
も
い
う
。
中
国
古
代
の
地
理
書
と
し
て
名
高
い
『
山せ
ん
が
い海
経
』
海

内
南
経
に
は
、「
巴
蛇　

象
を
食
ら
い
、
三
歳
に
し
て
其
の
骨
を
出い
だ

す
。
君
子   

之
を
服
さ
ば
、
心
腹
の
疾
無
し
。」
と
い
う
。
三
年
か
か
っ
て
消
化
さ
れ
排
出

さ
れ
た
骨
が
、
君
子
の
心
臓
や
腹
の
疾
病
の
妙
薬
と
な
る
と
は
摩
訶
不
思
議

で
あ
る
。
象
を
飲
み
こ
む
ほ
ど
の
蛇
は
、『
楚
辞
』
天
問
に
も
次
の
よ
う
に
詠

ま
れ
る
。

　
　

一
蛇　

象
を
呑
む
、
厥そ

の
大
い
な
る
こ
と
何い
か
ん如
？

　

フ
ラ
ン
ス
の
首
都
パ
リ
は
、
巴
黎
、
巴
里
と
音
写
さ
れ
る
。
今
日
は
パ
リ
祭
。

巴
勒
斯
坦
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
。
日
本
語
の
「
と
も
え
」
は
、
射
手
の
肘
に
つ

け
た
「
鞆と
も

」
に
描
い
た
絵
を
い
い
、
ま
た
、
う
ず
ま
き
形
の
模
様
を
も
い
う
。

「
巴
投
げ
」
は
、
自
分
の
体
を
仰
向
け
に
倒
し
て
、
相
手
の
体
を
片
足
で
支
え

な
が
ら
投
げ
る
柔
道
の
捨
て
身
技
。

○ 

七
月
十
五
日

人
名
用
漢
字

本
字
・
異
体
字

呉
音

ラ
イ

黎

漢
音

レ
イ

  「
禾
」（
イ
ネ
）
と
「
水
」
と
の
会
意
文
字
「
黍シ
ョ

」（
キ
ビ
）
に
、
音
符
「

」（
ス
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キ
）
の
省
略
形
を
あ
わ
せ
た
会
意
兼
形
声
文
字
。

　
「
黎
黒
」
の
「
黎
」
は
、
鉄
製
の
農
具
の
よ
う
に
浅
黒
い
色
、
く
ろ
が
ね
色

を
あ
ら
わ
す
。「
顔
色
黎
黒
」
は
、
顔
色
が
黒
い
こ
と
を
い
う
。「
黎
明
」
は
、

う
す
ぐ
ら
い
夜
明
け
が
た
。「
黎
」
は
、
こ
ろ
お
い
の
意
。
暗
さ
と
明
る
さ
が

ま
じ
り
あ
っ
た
早
朝
の
時
間
帯
を
い
う
。

　
「
黎
民
」
は
、
も
ろ
も
ろ
の
民
の
意
。「
黎
」
は
、
お
お
い
さ
ま
、
も
ろ
も
ろ
。

一
説
に
、「
黎
」
は
「
黒
」
の
意
味
で
、
冠
を
つ
け
ず
黒
い
髪
を
あ
ら
わ
に
し

て
い
る
庶
民
、
日
焼
け
し
て
あ
さ
ぐ
ろ
い
顔
色
を
し
た
民
草
と
も
解
釈
さ
れ

る
。「
黎
首
」「
黎
元
」
も
同
義
。「
首
」
も
「
元
」
も
頭
の
意
。

　
『
孟
子
』
梁
恵
王
上
に
は
、「
生
を
養
い
死
を
喪お
く

り
て
憾う
ら

み
無
か
ら
し
む
る
」

を
「
王
道
の
始
め
」
と
い
い
、「
七
十
の
者　

帛き
ぬ

を
衣き

て
肉
を
食く
ら

い
、
黎
民
飢

え
ず
寒こ
ご

え
ず
。」
と
い
う
状
態
こ
そ
が
王
た
る
者
の
政
ま
つ
り
ご
とで
あ
る
と
説
い
て
い

る
。

○ 

七
月
十
六
日

常
用
漢
字

呉
音

ミ
ン

民

漢
音

ビ
ン

訓　

た
み

　
「
民
」
は
象
形
文
字
で
、
と
っ
て
の
あ
る
錐
の
形
に
か
た
ど
る
。
ま
た
、
目

を
針
で
突
い
た
さ
ま
を
描
き
、
目
を
見
え
な
く
し
た
奴
隷
を
あ
ら
わ
す
と
い

う
。「
た
み
」
は
、
統
治
さ
れ
る
人
々
、
官
位
の
な
い
庶
人
、
広
く
人
々
を
指
す
。

　
「
民
は
国
の
本
な
り
」
と
は
、『
淮
南
子
』
主
術
訓
に
あ
る
語
。『
史
記
』
酈れ
き

食い

き其
伝
に
は
「
王
者
は
民
人
を
以
て
天
と
為
す
」
と
い
う
。
人
民
は
国
の
根
本

で
あ
り
、『
韓
非
子
』
五ご

と蠹
篇
に
は
「
民
を
視
る
こ
と
父
母
の
如
し
」
と
、
人

君
は
父
母
が
子
に
対
す
る
よ
う
に
人
民
を
愛
す
べ
き
こ
と
を
説
く
。

　
『
書
経
』
蔡
仲
之
命
に
い
う
「
民
心　

常
無
し
」
は
、
政
治
の
得
失
に
よ
っ

て
人
民
の
心
は
善
に
も
悪
に
も
な
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
。

　
『
孟
子
』
滕
文
公
上
に
は
、「
民
事　

緩
む
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
い
う
。「
民

事
」
は
、
民
の
仕
事
の
意
で
、
農
業
を
指
す
。
ま
た
、
人
民
に
関
す
る
こ
と

が
ら
か
ら
、
転
じ
て
政
治
の
こ
と
。「
民
時
」
は
、
民
が
農
業
に
い
そ
し
む
べ

き
時
、
農
繁
期
を
い
う
。

○ 

七
月
十
七
日

常
用
漢
字

呉
音

ス

主

漢
音

シ
ュ

訓　

ぬ
し
・
お
も

　
「
主
」
は
、
神
壇
の
燭
台
の
上
で
、
灯
火
が
ジ
ッ
と
燃
え
る
さ
ま
を
描
い
た

象
形
文
字
。「
丶チ
ュ

」
は
、
燃
え
る
火
。
そ
の
神
火
を
守
る
も
の
の
意
か
ら
、「
ぬ

し
」「
あ
る
じ
」
の
意
に
も
っ
ぱ
ら
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、「
火
」
と
「
主
」

か
ら
成
る
「
炷シ
ュ

」
が
原
義
を
あ
ら
わ
し
た
。

　
「
主
客
」
は
、
主
人
と
客
人
、
主
体
と
客
体
。「
主
」
と
「
客
」
と
は
反
意
語
。

　
『
呂
氏
春
秋
』
慎
小
に
い
う
と
こ
ろ
の
、「
主　

一
言
を
過あ
や
ま
て
ば
、
国
残そ
こ
なわ

れ
名な

辱
め
ら
る
。」
は
、
主
君
た
る
者
の
一
言
が
、
国
の
存
亡
、
名
声
の
汚
辱

に
つ
な
が
る
一
大
事
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
。

　
「
民
主
」
は
、
人
民
の
か
し
ら
の
意
で
、
君
主
の
こ
と
。
今
日
い
う
「
民
主

国
家
」
の
「
民
主
」
は
、
国
家
の
主
権
が
人
民
に
属
す
る
こ
と
を
い
い
、
意

味
的
に
異
な
る
。
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○ 

七
月
十
八
日

常
用
漢
字

呉
音

キ
ャ
ク

客

漢
音

カ
ク

　
「
客
」
は
、「
宀
」（
や
ね
、
い
え
）
と
音
符
「
各
」
と
か
ら
成
る
会
意
兼
形

声
文
字
で
、
よ
そ
の
家
に
や
っ
て
く
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
人
。
客
人
を
意

味
す
る
「
ま
ろ
う
ど
」
を
は
じ
め
、「
た
び
び
と
」「
商
売
の
相
手
」
と
い
っ

た
意
味
を
も
つ
。「
旅
客
」
は
、
今
日
で
は
列
車
・
航
空
機
・
船
舶
な
ど
の
交

通
機
関
を
使
う
人
の
意
味
で
あ
る
が
、
も
と
は
、
た
び
び
と
の
意
。

　
「
食
客
」
は
、
中
国
の
戦
国
時
代
、
特
殊
な
才
能
・
技
術
に
よ
っ
て
、
客
分

と
し
て
召
し
か
か
え
ら
れ
た
人
。
戦
国
時
代
の
四
君
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
斉

の
孟
嘗
君
は
、
食
客
数
千
人
を
や
し
な
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
秦
の
宰
相
と

な
っ
て
暗
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き
、
狗
の
よ
う
に
盗
み
の
上
手
な
も
の
が

狐
白
裘
を
盗
み
だ
し
、
こ
れ
を
秦
王
の
寵
姫
に
贈
っ
て
囲
み
を
逃
れ
、
夜
明

け
前
の
函
谷
関
で
は
、
物
ま
ね
に
す
ぐ
れ
た
者
が
鶏
の
鳴
き
声
を
ま
ね
る
と
、

鶏
が
鳴
き
は
じ
め
て
関
所
の
門
が
開
き
、
難
関
を
脱
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

い
わ
ゆ
る
「
鶏
鳴
狗
盗
」
の
故
事
と
し
て
著
名
で
あ
る
。

○ 

七
月
十
九
日

常
用
漢
字

俗
字

簡
体
字

呉
音

ゼ
ン

船

舩

船

漢
音

セ
ン

訓　

ふ
ね
・
ふ
な

　

中
国
最
古
の
字
書
、
後
漢
の
許
慎
の
『
説
文
解
字
』
に
は
、「
船
は
、
舟
な

り
」
と
い
う
。「
舟
」
は
、「
木
を
刳え

ぐ

っ
て
舟
を
為つ
く

り
、
木
を
剡け
ず

っ
て
楫
を
為つ
く

り
、

以
て
通
ぜ
ざ
る
を
済わ
た

す
」
と
解
説
す
る
。「
船
」
は
、「
舟
」
と
音
符
「
エ
ン

」
と

か
ら
成
る
会
意
兼
形
声
文
字
。
漢
の
揚
雄
の
著
し
た
『
方
言
』
に
は
、
函
谷

関
を
境
に
東
で
は
「
舟
」、
西
で
は
「
船
」
と
い
っ
た
と
記
す
。
今
日
で
は
小

型
の
も
の
を
「
舟
」、
大
型
の
も
の
を
「
船
」
と
使
い
分
け
る
。

　
「
南
船
北
馬
」
は
、
広
大
な
大
地
を
も
つ
中
国
の
交
通
手
段
の
ち
が
い
を
端

的
に
い
っ
た
も
の
。
南
方
は
川
・
ク
リ
ー
ク
が
多
い
の
で
船
を
用
い
、
北
方
は

山
野
が
多
い
の
で
馬
に
乗
っ
て
移
動
す
る
。
ま
た
、
東
奔
西
走
の
意
も
あ
る
。

　
「
客
枕
」
は
、
旅
寝
の
枕
、
そ
の
枕
も
と
。「
客
船
」
は
、
旅
の
船
、
旅
客

を
乗
せ
た
船
。
唐
の
張
継
の
「
楓
橋
夜
泊
」
に
、
次
の
句
作
が
あ
る
。

　
　

姑
蘇
城
外　

寒
山
寺

　
　

夜
半
の
鐘
声　

客
船
に
到
る

　

姑
蘇
は
、
江
蘇
省
蘇
州
の
古
名
。
寒
山
寺
は
、
唐
代
の
詩
僧
で
名
高
い
寒
山

･

拾じ
っ
と
く得
の
止
住
し
た
寺
で
も
あ
る
。
寒
山
寺
の
夜
半
を
告
げ
る
鐘
の
音
が
、
旅

寝
の
詩
情
を
い
や
増
し
に
増
す
絶
唱
と
い
え
る
。

○ 

七
月
二
十
日

本
字

常
用
漢
字

簡
体
字

呉
音

カ
イ

海

海

海

漢
音

カ
イ

訓　

う
み

　
「
海
」
は
、「
氵
」（
水
）
と
音
符
「
每
」
と
か
ら
成
る
形
声
文
字
。「
每
」

は
「
晦
」
で
、
く
ら
い
意
。
く
ら
く
黒
い
水
を
深
々
と
た
た
え
た
「
う
み
」
を

い
う
。『
説
文
解
字
』
段
注
に
「
凡お
よ

そ
地
大
に
し
て
物
博
き
者
、
皆
之
を
海
と

謂
う
を
得う

」
と
あ
り
、「
海
」
は
大
き
く
広
い
こ
と
を
い
う
。
ま
た
「
海
水 

斗

量
す
べ
か
ら
ず
」
は
、
極
め
て
大
き
い
こ
と
を
い
っ
た
語
。

　
「
海
外
」
が
四
海
の
外
、
国
の
外
を
い
う
の
に
対
し
て
、「
海か
い
だ
い内
」
は
海
の
内
、

国
の
内
、
天
下
を
意
味
す
る
。
漢
の
高
祖
は
、「
威　

海
内
に
加
わ
り
て
故
郷
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に
帰
る
」
と
、
故
郷
に
錦
を
か
ざ
る
思
い
を
詠
じ
て
い
る
。

　
「
海
老
」
は
、「
海
老
い
水
乾
く
」
と
も
い
う
よ
う
に
、
海
水
の
衰
え
減
ず

る
こ
と
。
わ
が
国
で
は
「
え
び
」
に
あ
て
る
。「
海
豚
」
は
い
る
か
、「
海
豹
」

は
ア
ザ
ラ
シ
、「
海
驢
」
は
あ
し
か
、「
海
象
」
は
セ
イ
ウ
チ
。
い
わ
ゆ
る
蜃

気
楼
を
「
海
市
」、
あ
る
い
は
「
海
市
蜃
気
」「
海
市
蜃
楼
」
と
い
う
。
晋
の

伏
琛
の
『
三
斉
略
記
』
に
、「
海
上
の
蜃
気
、
時
に
楼
台
を
結
び
、
海
市
と
名

づ
く
」
と
見
え
る
。

○ 

七
月
二
十
一
日

俗
字
・
異
体
字

簡
体
字

闊

濶

阔

漢
音

カ
ツ
（
ク
ヮ
ツ
）

　
「
活
」
は
水
が
勢
い
よ
く
流
れ
る
こ
と
、
よ
ど
む
こ
と
な
く
生
き
生
き
し
て

い
る
こ
と
。「
門
」
と
「
活
」
か
ら
成
る
「
闊
」
は
、
門
の
内
が
広
い
こ
と
か
ら
、

「
ひ
ろ
い
」
意
。
人
の
度
量
の
大
き
さ
、
気
持
ち
の
お
お
ら
か
な
こ
と
も
い
う
。

闊
達
・
快
闊
が
そ
の
意
で
あ
り
、
迂
闊
の
「
闊
」
は
間
が
抜
け
て
い
る
こ
と
、

久
闊
の
「
闊
」
は
久
し
く
疎
遠
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

　

南
朝
宋
の
劉
義
慶
の
『
世
説
新
語
』
捷
悟
篇
に
、
次
の
話
が
あ
る
。
―
楊
脩

が
魏
の
武
帝
（
曹
操
）
の
主
簿
で
あ
っ
た
と
き
、
相
国
（
宰
相
）
府
の
門
を

造
ろ
う
と
し
て
い
た
。
た
る
き
を
構
え
た
と
こ
ろ
で
曹
操
が
ご
覧
に
な
る
と
、

下
役
の
者
に
門
に
「
活
」
の
字
を
書
か
せ
て
退
い
た
。
楊
脩
は
そ
れ
を
見
る
や

取
り
壊
さ
せ
、
作
業
が
終
わ
る
と
説
明
し
て
い
っ
た
、「
門
の
中
に
『
活
』
が

あ
る
の
は
、『
闊
』
の
字
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
魏
王
閣
下
は
門
が
大
き
す
ぎ

る
の
を
お
嫌
い
に
な
っ
た
の
で
す
」。

　

漢
字
は
偏へ
ん

・
旁つ
く
り・
冠
か
ん
む
り・
脚あ
し

な
ど
に
分
解
で
き
る
。「
門
」
と
「
活
」
と
い
う

パ
ー
ツ
を
あ
わ
せ
る
と
一
つ
の
文
字
と
な
る
と
い
う
字
謎
で
あ
る
。

○ 

七
月
二
十
二
日

常
用
漢
字

旧
字
体

簡
体
字

呉
音

カ
ン
（
ク
ヮ
ン
）

寛

寛

宽

漢
音

カ
ン
（
ク
ヮ
ン
）

　
「
宀
」（
家
）
と
、
体
の
ま
る
い
ヤ
ギ
を
描
い
た
象
形
文
字
「
萈カ
ン

」
と
か
ら
成

る
会
意
兼
形
声
文
字
。
中
が
ま
る
く
ゆ
と
り
の
あ
る
家
か
ら
転
じ
て
、
ス
ペ
ー

ス
が
広
い
こ
と
、
気
持
ち
に
ゆ
と
り
の
あ
る
こ
と
、
大
ま
か
で
の
ん
び
り
し

た
さ
ま
を
い
い
、
動
詞
と
し
て
、
く
つ
ろ
ぎ
、
ゆ
と
り
を
も
つ
こ
と
、
大
目

に
み
て
責
め
な
い
こ
と
、
ゆ
る
く
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
二
十
二
年
に
「
仲
尼
（
孔
子
の
字あ
ざ
な）
曰
く
」
と
し
て
、

「
善
き
哉
、
政
ま
つ
り
ご
と寛
く
す
れ
ば
則
ち
民
慢お
こ
たる
。
慢
れ
ば
則
ち
之
を
糾た
だ

す
に
猛
を
以

て
す
。
猛
な
れ
ば
則
ち
民
残そ
こ
なう
。
残
え
ば
則
ち
之
を
施
す
に
寛
を
以
て
す
。
寛

以
て
猛
を
済す
く

い
、
猛
以
て
寛
を
済
い
、
政
是こ
こ

に
以
て
和
な
り
」
と
い
う
。「
寛
」

と
「
猛
」
に
よ
る
政
治
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
大
切
さ
を
説
い
て
い
る
。

　
「
寛
政
」
は
ゆ
る
や
か
で
情
け
あ
る
政
治
の
意
。
出
典
は
『
春
秋
左
氏
伝
』

荘
公
二
十
二
年
。
江
戸
の
第
十
一
代
将
軍
家
斉
の
年
号
。
松
平
定
信
が
幕
政

の
立
て
直
し
の
た
め
に
行
っ
た
「
寛
政
の
改
革
」
で
と
り
わ
け
知
ら
れ
る
。

○ 

七
月
二
十
三
日

常
用
漢
字

呉
音

ガ

河

漢
音

カ

訓　

か
わ

　
「
河
」
は
、「
氵
」（
水
）
と
「
可
」
と
か
ら
成
り
、
直
角
に
屈
曲
し
た
か
わ
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を
い
う
。
黄
河
は
、
中
国
西
北
部
の
高
原
に
源
を
発
し
て
、
直
角
に
屈
曲
し

て
激
流
と
な
る
。
そ
の
水
は
黄
土
を
大
量
に
含
み
「
黄
河
」
と
呼
ば
れ
、
流

れ
が
屈
曲
し
て
大
量
の
土
砂
を
堆
積
し
、
時
と
し
て
氾
濫
を
く
り
返
し
た
。

　
「
河
清
」
は
、
黄
河
の
水
が
澄
む
こ
と
。
黄
河
の
水
は
い
つ
も
濁
っ
て
い
る

が
、
千
年
に
一
度
澄
む
と
伝
え
ら
れ
る
。
時
間
的
に
人
の
寿
命
か
ら
及
び
も

つ
か
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
河
清　

俟ま

ち
難
し
」
と
も
い
う
。

　
『
西
遊
記
』
の
形
成
過
程
に
あ
っ
て
、
古
く
南
宋
の
こ
ろ
の
資
料
と
な
る
『
大

唐
三
蔵
取
経
詩
話
』
第
三
で
、
猴
行
者
（
孫
悟
空
の
前
身
）
は
、
七
た
び
黄

河
が
清
む
の
を
目
撃
し
た
と
自
ら
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
「
河
源
」
は
、
黄
河
の
発
源
地
を
い
う
。
そ
の
流
れ
は
地
下
に
伏
流
す
る
の

で
、
発
源
地
を
見
極
め
る
の
は
な
か
な
か
に
難
し
い
。

　
「
河
漢
」
は
、
黄
河
と
漢
水
、
天
の
川
を
い
う
。「
河
豚
」
は
フ
グ
、「
河
馬
」

は
カ
バ
。

○ 

七
月
二
十
四
日

常
用
漢
字

旧
字
体

慣
用
音
ド
ウ

童

呉
音　

ズ
ウ
（
ヅ
ウ
）

漢
音　

ト
ウ

訓　
　

わ
ら
べ

　

金
文
は
、「
辛
＋
目
＋
東
＋
土
」
か
ら
成
る
。
も
と
、「
辛
」（
鋭
い
刃
物
、

入
れ
墨
の
針
）
で
目
を
突
き
ぬ
か
れ
、
あ
る
い
は
入
れ
墨
さ
れ
て
奴
隷
と
な
っ

た
者
の
意
。「
東
＋
土
」
は
「
重
」
と
同
じ
で
、
土じ
め
んを
突
き
ぬ
く
よ
う
に
重
み

が
か
か
る
こ
と
。「
里
」
は
そ
の
変
形
。
男
の
し
も
べ
、
召
使
い
。

　
「
児
童
」「
童
心
」
の
「
童
」
は
、
わ
ら
べ
、
わ
ら
わ
、
こ
ど
も
の
意
。
古
く
は
、

十
五
歳
以
下
で
、
い
ま
だ
成
人
す
る
前
の
者
を
い
っ
た
。
ま
だ
物
事
を
は
っ

き
り
判
断
で
き
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
無
知
や
お
ろ
か
、
く
ら
い
意
味
も
あ
ら

わ
す
。「
童
蒙
」
は
、
こ
ど
も
、
ま
た
無
知
蒙
昧
を
い
う
。「
童
蒙　

我
に
求
む
」

は
『
易
』
の
「
蒙
」
に
い
う
語
で
、
幼
稚
蒙
昧
の
者
が
わ
た
し
に
教
え
を
求

め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
「
童
」
は
ま
た
、
角
の
ま
だ
生
え
て
い
な
い
牛･

羊
。
山
に
草
木
が
な
い
、

頭
に
髪
が
な
い
こ
と
を
も
い
う
。「
河
童
」
と
書
い
て
、
カ
ッ
パ
に
当
て
る
。

○ 

七
月
二
十
五
日

人
名
用
漢
字

旧
字
体

呉
音

モ
ウ

蒙

漢
音

ボ
ウ

　
「
蒙
」
は
、「
易
」
の
六
十
四
卦か

の
一
つ
で
、
微か
す

か
で
昧く
ら

い
さ
ま
を
示
す
。

の
形
。

　

唐
の
李
瀚
の
撰
に
な
る
『
蒙も
う
ぎ
ゆ
う求
』
は
、『
易
』
の
「
蒙
」
卦
に
い
う
「
童
蒙

　

我
に
求
む
」（
七
月
二
十
四
日
参
照
）
に
ち
な
ん
だ
書
名
で
あ
る
。「
童
蒙
」

は
子
ど
も
、
ま
た
無
知
蒙
昧
の
意
。
上
古
か
ら
南
北
朝
に
い
た
る
人
物
の
伝

記
や
逸
事
を
四
字
句
に
盛
り
こ
む
。

　

た
と
え
ば
、「
蒙
恬
製
筆
」
は
、
秦
の
始
皇
帝
の
臣
下
で
あ
る
蒙
恬
（
蒙
は

姓
）
が
は
じ
め
て
毛
筆
を
製
造
し
た
こ
と
を
、「
蒙
恬　

筆
を
製つ
く

る
」
と
い
う

四
字
句
で
あ
ら
わ
し
た
も
の
。
児
童
が
著
名
な
人
物
の
事
績
を
記
憶
し
、
み

ず
か
ら
の
文
章
作
成
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
る
。『
蒙
求
』
は
『
千
字
文
』
と

並
ん
で
幼
学
書
（
幼
童
用
の
教
科
書
）
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
つ
と
に
日

本
に
渡
来
し
て
大
い
に
流
行
し
、「
勧
学
院
の
雀
は
『
蒙
求
』
を
囀さ
え
ずる
」
と
ま

で
い
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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○ 

七
月
二
十
六
日

常
用
漢
字

呉
音

グ

求

漢
音

キ
ュ
ウ
（
キ
ウ
）

訓　

も
と
め
る

　

動
物
の
毛
皮
を
描
い
た
象
形
文
字
。「
裘
」（
か
わ
ご
ろ
も
）
の
原
字
。「
も

と
め
る
」
意
は
、
こ
の
字
を
借
り
て
行
わ
れ
た
も
の
。

　

い
わ
ゆ
る
「
求
人
」
は
、
人
を
求
め
る
こ
と
、
人
材
を
さ
が
し
求
め
る
こ
と
。

戦
国
時
代
の
末
期
、
秦
の
呂
不
韋
が
食
客
を
集
め
て
編
纂
さ
せ
た
と
い
う
『
呂

氏
春
秋
』（『
呂
覧
』）
慎
行
論
に
「
求
人
」
の
篇
名
が
見
え
る
。

　
『
孟
子
』
離
婁
上
に
は
、「
求
全
の
毀そ
し

り
」
の
語
が
あ
る
。

　
　

虞は
か

ら
ざ
る
の
譽
れ
有
り
、
全
き
を
求
む
る
の
毀
り
有
り
。

　
「
虞は
か

ら
ざ
る
の
譽
れ
」（
不
虞
之
誉
）
は
、
思
い
が
け
な
く
得
た
名
誉
。「
全

き
を
求
む
る
の
毀
り
」
は
、
行
い
を
完
全
無
欠
に
し
て
い
な
が
ら
降
り
か
か

る
非
難
の
こ
と
。
世
間
の
評
価
や
評
判
が
当
て
に
な
ら
な
い
こ
と
を
説
い
た

孟
子
の
言
。

○ 

七
月
二
十
七
日

人
名
用
漢
字

簡
体
字

呉
音

チ
ュ
ウ
（
チ
ウ
）・
チ
ュ

丑

丑

漢
音

チ
ュ
ウ
（
チ
ウ
）

訓　

う
し

　

手
の
先
を
曲
げ
て
、
物
を
つ
か
む
さ
ま
に
か
た
ど
っ
た
象
形
文
字
。「
扭
」

（
手
を
ね
じ
曲
げ
て
つ
か
む
）・「
紐
」・（
糸
を
ひ
ね
っ
て
組
み
あ
げ
た
ひ
も
・

ひ
ね
っ
て
結
び
つ
け
る･

印
の
つ
ま
み
）・「
鈕
」（
締
め
金
具
）
な
ど
の
旁つ
く
り
の

「
丑
」
は
、
ね
じ
る
・
ひ
ね
る
意
を
あ
ら
わ
す
。

　

十
二
支
の
第
二
位
に
用
い
る
。
動
物
で
は
、
牛
。
方
角
で
は
、
北
北
東
。
時

刻
で
は
、
午
前
二
時
、
お
よ
び
そ
の
前
後
の
二
時
間
。
五
行
で
は
、
土
。

　

立
春
（
二
月
四
日
）
立
夏
（
五
月
六
日
）
立
秋
（
八
月
八
日
）
立
冬
（
十
一

月
八
日
）
の
十
八
日
前
を
「
土
用
の
日
」
と
い
う
。「
土
用
干
し
」
は
、
立
秋

前
の
土
用
の
晴
天
に
、
梅
の
実
と
紫
蘇
を
三
日
三
晩
干
す
こ
と
。

　
「
土
用
の
丑
の
日
」
に
ウ
ナ
ギ
を
食
べ
る
の
は
、
江
戸
の
平
賀
源
内
が
こ
の

日
「
う
」
の
付
く
も
の
を
食
べ
る
と
夏
バ
テ
し
な
い
と
い
う
俗
習
に
ヒ
ン
ト

を
得
た
も
の
と
い
う
。『
万
葉
集
』
巻
十
六
に
は
、
夏
痩
せ
に
ウ
ナ
ギ
が
い
い

か
ら
、
取
っ
て
食
え
と
大
伴
家
持
が
詠
じ
た
和
歌
二
首
が
あ
る
。
ウ
ナ
ギ
は

万
葉
仮
名
で
は
「
武
奈
伎
」
と
表
記
す
る
。

○ 

七
月
二
十
八
日簡

体
字

呉
音

バ
ン

鰻

鳗

漢
音

マ
ン

訓　

う
な
ぎ

　
「
ウ
ナ
ギ
」
と
い
え
ば
、
す
ぐ
に
「
鰻
」
と
い
う
漢
字
が
想
い
う
か
ぶ
が
、

明
の
李
時
珍
の
『
本
草
綱
目
』
巻
四
十
四
「
鱗
部
魚
類
」
に
は
、「
鰻ま
ん
れ
い
ぎ
よ

鱺
魚
」

の
称
で
あ
ら
わ
れ
る
。「
鱓せ
ん

」「
鱔ぜ
ん

」
と
呼
ば
れ
る
タ
ウ
ナ
ギ
の
類
も
い
て
、

「
鰻
」
と
「
鱓
」「
鱔
」
は
文
字
表
記
の
上
で
も
混
用
さ
れ
る
。
そ
の
形
状
か
ら

水
神
の
総
帥
で
あ
る
「
龍
」
が
連
想
さ
れ
、
雨
を
つ
か
さ
ど
る
水
神
、
龍
神
と

し
て
信
仰
さ
れ
、
ま
た
そ
の
形
態
か
ら
生
殖
崇
拝
と
結
び
つ
い
て
夫
婦
和
合
、

子
授
け
の
神
と
も
信
じ
ら
れ
た
。

　

明
の
短
篇
小
説
集
『
警
世
通
言
』
巻
二
十
所
収
の
「
計
押
番
金
鰻
産
禍
」
は
、

宋
の
徽
宗
の
時
代
、
金
明
池
で
金
鰻
を
釣
り
あ
げ
た
北
司
（
枢
密
院
）
の
押し
た
や
く番

の
計
安
の
一
族
が
滅
び
る
物
語
で
あ
る
。
金
明
池
か
ら
の
帰
り
道
、
計
安
は
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魚び

く籠
の
中
か
ら
、「
わ
た
し
は
金
明
池
を
掌
管
す
る
者
で
あ
る
。
放
せ
ば
富
貴

に
す
る
し
、
害
す
れ
ば
家
中
の
者
を
非
命
に
殺
し
て
く
れ
る
」
と
の
声
を
聞

い
た
。
し
か
し
、
妻
は
亭
主
の
留
守
に
金
鰻
を
料
理
し
て
し
ま
う
。
悶
々
と

す
る
計
安
を
よ
そ
に
、
妻
は
懐
妊
し
て
娘
の
慶
奴
を
生
み
、
成
人
し
た
慶
奴

の
結
婚
話
以
来
、
不
幸
が
重
な
り
、
計
安
夫
妻
は
殺
害
さ
れ
、
慶
奴
も
罪
を

得
て
処
刑
さ
れ
る
。
金
鰻
を
め
ぐ
る
因
果
応
報
の
物
語
で
あ
る
。

○ 

七
月
二
十
九
日

常
用
漢
字

旧
字
体

呉
音

ジ
キ
・
ジ
・
イ

食

⻝

漢
音

シ
ョ
ク
・
シ
・
イ

訓　

く
う
・
く
ら
う
・
た
べ
る

　
「
食
」
は
、
ふ
た
（

）
を
し
た
さ
ま
と
食
物
を
器
に
盛
っ
た
さ
ま
を
あ
わ

せ
た
会
意
文
字
で
、
食
物
ひ
い
て
は
食
べ
る
意
を
あ
ら
わ
す
。

　
「
食
は
民
の
本
な
り
、
民
は
国
の
基
な
り
」
は
、
周
の
辛
釿き
ん

の
撰
と
い
う

『
文ぶ
ん

子し

』
上
仁
に
「
老
子
曰
く
」
と
し
て
引
か
れ
る
語
。『
三
国
志
』
呉
志
の

賀が
し
よ
う邵
伝
に
は
、「
民
は
国
の
本
に
し
て
、
食
は
民
の
命
な
り
」
が
あ
る
。

　

い
わ
ゆ
る
衣･

食･

住
の
中
で
、
生
命
の
維
持
に
最
も
関
わ
る
「
食
」
は
た

え
ず
人
民
生
活
の
根
本
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
俗
に
「
衣
食
足
り
て
礼
節
を
知

る
」
と
い
っ
て
、
生
活
が
安
定
し
て
こ
そ
道
徳
心
が
高
ま
る
。『
管
子
』
牧
民

に
は
、「
衣
食
足
れ
ば
、
則
ち
栄
辱
（
名
誉
と
恥
辱
）
を
知
る
」
と
あ
る
。

　
「
食
指
」
は
、
人
差
し
指
。「
食
指
動
く
」
は
、
人
差
し
指
が
自
然
に
動
く

こ
と
。
春
秋
時
代
、
鄭
の
公
子
で
あ
る
宋そ
う

が
鄭
公
に
献
じ
ら
れ
た
ス
ッ
ポ
ン

を
見
て
、
人
差
し
指
が
自
然
に
動
い
た
の
で
、
や
が
て
ご
馳
走
に
あ
り
つ
く

前
兆
だ
と
い
っ
た
（『
春
秋
左
氏
伝
』
宣
公
四
年
）。
転
じ
て
、
物
を
求
め
る

心
が
起
こ
る
こ
と
を
い
う
。

○ 

七
月
三
十
日

常
用
漢
字

呉
音

ゴ

牛

漢
音

ギ
ュ
ウ
（
ギ
ウ
）

訓　

う
し

　
「
牛
」
は
、
牛
の
頭
部
の
形
を
か
た
ど
っ
た
象
形
文
字
。
前
方
に
つ
き
出
た

角
の
あ
る
形
（

）
に
描
か
れ
、
後
方
に
曲
が
っ
た
角
を
も
つ
羊
（

）
と
区

別
さ
れ
る
。

　
『
楚
辞
』
天
問
や
『
山
海
経
』
大
荒
東
経
に
よ
る
と
、
殷
の
王
子
の
王
亥
が

牛
を
飼
い
な
ら
し
た
と
い
う
。
い
け
に
え
の
動
物
の
一
種
で
、
春
秋
時
代
、
諸

侯
が
盟
約
す
る
と
き
、
い
け
に
え
の
牛
の
左
耳
を
裂
い
て
、
そ
の
血
を
す
す
っ

て
誓
い
あ
っ
た
。
盟
主
が
牛
耳
を
と
っ
た
の
で
、「
牛
耳
を
執
る
」
は
盟
約
を

つ
か
さ
ど
る
意
。
転
じ
て
、
頭か
し
ら
と
な
っ
て
実
力
で
支
配
す
る
こ
と
（
『
春
秋

左
氏
伝
』
定
公
八
年
）。

　
『
尸
子
』
に
い
う
「
食
牛
の
気
」
と
は
、
牛
を
も
食
べ
る
ほ
ど
の
大
き
な
気

性
、
意
気
を
い
う
。「
呑
牛
の
気
」
と
も
。
呉
の
牛
は
、
南
の
暑
い
国
の
こ
と

な
の
で
、
月
を
見
て
も
太
陽
と
思
い
こ
ん
で
喘あ
え

ぐ
と
い
う
。「
呉
牛　

月
に
喘

ぐ
」
は
、『
世
説
新
語
』
言
語
篇
に
見
え
る
。

○ 

七
月
三
十
一
日

常
用
漢
字

旧
字
体

呉
音

シ
ョ

暑

暑

漢
音

シ
ョ

訓　

あ
つ
い

　
「
暑
」
は
、「
日
」
と
音
符
「
者
」
と
か
ら
成
る
会
意
兼
形
声
文
字
。「
者
」

は
、
台
の
上
で
火
を
た
く
さ
ま
で
、
焼
く
、
煮
る
、
あ
つ
い
意
を
あ
ら
わ
し
た
。
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日
光
が
焼
け
る
よ
う
に
照
ら
し
つ
け
、
う
だ
る
よ
う
に
暑
い
こ
と
を
意
味
し

た
の
が
「
暑
」
で
あ
る
。

　
「
暑
日
」
は
、
夏
の
あ
つ
い
日
。「
暑
月
」
は
、
暑
い
月
、
夏
の
季
節
、
ま

た
陰
暦
六
月
。「
暑
伏
」
は
、
暑
月
三
伏
の
意
で
、
盛
夏
を
意
味
す
る
。
三
伏

は
、
夏
至
の
あ
と
の
三
番
目
の
庚か
の
えの
日
（
初
伏
）、
四
番
目
の
庚
の
日
（
中
伏
）、

立
秋
の
あ
と
の
最
初
の
庚
の
日
（
末
伏
）
で
、
起
こ
ろ
う
と
す
る
陰
気
が
陽

気
に
押
さ
れ
て
蔵
伏
し
て
い
る
。

　
『
淮
南
子
』
人
間
訓
に
、「
冬
は
則
ち
寒
凍
、
夏
は
則
ち
暑
傷
。」
と
い
う
。

寒
凍
は
、
寒
さ
に
凍
え
る
こ
と
。
暑
傷
は
、
暑
さ
の
た
め
に
病
気
に
な
る
こ
と
、

暑
気
あ
た
り
。
往
時
の
生
活
の
厳
し
さ
が
し
の
ば
れ
る
。

○ 

八
月
一
日

人
名
用
漢
字

呉
音

サ
ク

朔

漢
音

サ
ク

　
「
朔
」
は
「
月
」
と
音
符
「
屰
」
と
か
ら
成
る
会
意
文
字
。「
屰
」
は
、
逆

さ
に
す
る
、
も
と
へ
返
る
意
。「
朔
」
は
、
月
が
一
周
し
て
も
と
に
戻
る
こ
と
。

「
つ
い
た
ち
」
は
、
ひ
と
月
が
終
わ
っ
て
、
暦
の
最
初
に
も
ど
っ
た
日
を
い
う
。

月
の
第
一
日
。「
朔
望
」
は
、
朔つ
い
た
ち日
と
満
月
の
十
五
日
。

　
『
宋
書
』
符
瑞
志
に
、「
朔
に
し
て
生
じ
、
望
に
し
て
落
つ
。」
と
あ
る
。
古

の
こ
と
、
帝
堯ぎ
ょ
うが
在
位
し
た
七
十
年
、
階
き
ざ
は
しを
は
さ
ん
で
蓂め
い
き
ょ
う莢
と
い
う
草
が
生

え
、
月
の
は
じ
め
に
一
葉
を
生
じ
て
、
月
の
半
ば
で
十
五
葉
を
生
じ
、
十
六

日
以
降
、
日
ご
と
に
一
葉
が
落
ち
、
晦み
そ
か日
に
お
よ
ん
で
尽
き
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
帝
堯
は
日
数
を
知
っ
た
と
い
う
。

　
「
朔
」
に
は
、
北
、
北
方
の
意
味
も
あ
る
。「
朔
」
は
、
北
方
、
塞
外
の
地
。

敗
れ
て
匈
奴
の
将
軍
と
な
っ
た
前
漢
の
李
陵
が
書
い
た
「
蘇
武
に
与
う
る
の

書
」
に
、「
幾ほ
と

ん
ど
朔
北
の
野
に
死
す
。」
の
字
句
が
あ
る
。

○ 

八
月
二
日

常
用
漢
字

呉
音

エ
ン
（
エ
ム
）

炎

漢
音

エ
ン
（
エ
ム
）

訓　

ほ
の
お

　
「
炎
」
は
、「
火
」
を
重
ね
て
、
火
の
盛
ん
に
燃
え
る
意
を
あ
ら
わ
す
会
意

文
字
。
訓
の
「
ほ
の
お
（
ほ
の
ほ
）」
は
「
火
の
穂
」
の
意
に
も
と
づ
く
。

　
『
書
経
』
胤
征
の
「
火　

崑
岡
に
炎も

ゆ
れ
ば
、
玉
石
倶
に
焚
く
」
は
、
玉
を

産
出
す
る
崑
崙
山
に
火
事
が
あ
る
と
、
玉
と
石
が
と
も
に
焚
け
る
意
。
官
吏

の
行
い
が
い
い
加
減
で
、
善
悪
を
見
極
め
ず
民
を
罪
す
る
こ
と
に
た
と
え
る
。

　

唐
の
柳
宗
元
の
「
宋
清
伝
」
に
、「
吾　

今
の
人
に
交
わ
る
者
を
観
る
に
、

炎
に
し
て
附
き
、
寒
に
し
て
棄
つ
」
と
い
う
。「
炎
」
は
、
人
の
勢
位
の
盛
ん

な
こ
と
、「
寒
」
は
、
そ
の
衰
微
し
た
こ
と
。
交
友
関
係
に
お
い
て
、
相
手
が

権
勢
の
あ
る
時
に
は
付
き
し
た
が
い
、
権
勢
の
衰
え
た
時
に
は
棄
て
去
る
意
。

人
情
の
軽
薄
な
こ
と
に
た
と
え
て
い
う
。

　
「
炎
涼
」
は
、
暑
い
こ
と
と
涼
し
い
こ
と
。
世
の
変
遷
、
栄
枯
盛
衰
、
人
情

の
厚
薄
に
も
た
と
え
る
。「
炎
熱
」
は
、
厳
し
い
暑
さ
。
仏
教
の
「
炎
熱
地
獄
」

は
、
猛
火
に
囲
ま
れ
、
そ
の
熱
に
苦
し
む
八
大
地
獄
の
一
つ
。

○ 

八
月
三
日

常
用
漢
字

簡
体
字

呉
音

ネ
ツ
・
ネ
チ

熱

热

漢
音

ゼ
ツ

訓　

あ
つ
い
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「
火
」
と
音
符
「
埶セ
イ

」
と
か
ら
成
る
「
熱
」
は
、
火
が
燃
え
て
あ
つ
い
こ
と
、

あ
つ
さ
、
ね
つ
、
あ
つ
く
す
る
意
。「
埶
」
は
、
勢
い
の
意
と
も
。

　
「
熱
血
漢
」
は
、
わ
き
た
ぎ
る
血
潮
、
血
の
沸
き
か
え
る
ほ
ど
の
激
し
い
意

気
の
持
ち
主
を
い
う
が
、「
熱
血
」
は
体
の
外
に
流
れ
で
た
体
温
の
あ
た
た
か

さ
が
残
る
生
き
血
を
も
い
う
。「
熱
腸
」
は
、
悲
し
み
で
腸
が
煮
え
か
え
る
よ

う
な
思
い
。「
熱
腹
」
は
、
思
い
や
り
や
情
が
あ
つ
い
こ
と
。「
熱
心
」
は
、
物

事
に
深
く
心
を
傾
け
る
こ
と
。

　
「
熱
中
」
は
、
物
事
に
夢
中
に
な
る
、
一
心
に
な
る
意
。『
孟
子
』
万
章
上

に
は
、「
仕
え
れ
ば
則
ち
君
を
慕
い
、
君
に
得
ら
れ
ざ
れ
ば
則
ち
熱
中
す
」
と

あ
り
、「
熱
中
」
は
、
こ
こ
で
は
仕
進
に
熱
心
な
こ
と
。
ち
な
み
に
、「
熱
中
症
」

は
、
暑
熱
の
環
境
の
中
で
発
生
す
る
高
温
障
害
の
総
称
。

　
『
老
子
』
第
四
十
五
章
に
は
、「
躁そ
う

は
寒
に
勝
ち
、
静
は
熱
に
勝
つ
」
と
い
う
。

躁さ
わ

ぎ
ま
わ
れ
ば
寒
さ
を
し
の
げ
、
静
に
し
て
い
れ
ば
熱
さ
を
し
の
げ
る
意
。
寒

･

熱
に
対
す
る
人
間
の
自
然
な
対
処
法
で
も
あ
る
。

○ 

八
月
四
日

常
用
漢
字

呉
音

ジ
ョ
（
ヂ
ョ
）

箸

漢
音

チ
ョ

訓　

は
し

　
「
箸
」
は
、「
竹
」
と
「
者
」
と
か
ら
成
る
会
意
兼
形
声
文
字
。「
者
」
は
、
く
っ

つ
け
る
、
ひ
ろ
う
、
は
さ
む
な
ど
の
意
を
あ
ら
わ
す
。
食
物
を
と
る
竹
製
の

ハ
シ
の
意
。

　

漢
の
三
年
（
前
二
〇
四
）、
項
羽
が
急
に
漢
王
劉
邦
を
滎け
い
よ
う陽
に
囲
ん
だ
と
き
、

漢
王
は
酈れ
き

食い

き其
の
進
言
に
よ
っ
て
、
楚
の
力
を
弱
め
る
た
め
、
か
つ
て
秦
が

滅
ぼ
し
た
六
国
の
後
裔
に
印
綬
を
授
け
て
佩
用
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
張
良

は
国
外
か
ら
帰
っ
て
漢
王
か
ら
こ
れ
を
聞
く
と
、「
臣
請
う　

前
の
箸
を
借
り

て
、
以
て
之
を
籌は
か

ら
ん
」
と
そ
の
計
略
の
失
敗
す
る
い
わ
れ
を
説
い
た
。「
箸

を
借
り
る
」
は
、
箸
を
借
り
用
い
て
指
図
す
る
こ
と
。
一
説
に
、「
箸
」
は
「
著
」

に
通
じ
る
の
で
、
著
名
な
こ
と
を
借
り
て
論
ず
る
こ
と
。

　

現
代
中
国
語
で
は
、
は
し
を
「
筷ク
ワ
イ
ツ子
」
と
い
う
。
昔
、
船
上
で
は
、「
箸
」

の
発
音
が
「
住
」（
と
ど
ま
る
意
）
に
相
通
じ
る
の
で
、
忌
み
嫌
っ
て
「
快
子
」

「
筷ク
ワ
イ
ツ子
」
と
呼
ん
だ
。

○ 

八
月
五
日

常
用
漢
字

旧
字
体

簡
体
字

呉
音

セ
ン

扇

扇

扇

漢
音

セ
ン

訓　

お
う
ぎ

　
「
扇
」
は
、「
戸
」
と
「
羽
」
と
か
ら
成
る
会
意
文
字
。「
戸
」
は
、
と
び
ら
、

「
羽
」
は
、
両
側
に
開
閉
す
る
意
。
開
閉
す
る
扉
の
意
か
ら
、
転
じ
て
、
う
ち
わ
、

あ
お
ぐ
意
を
あ
ら
わ
す
。
中
国
に
お
け
る
「
扇
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
う
ち
わ
」

で
、
そ
の
形
状
か
ら
「
団
扇
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
折
り
た
た
み
式
の
も
の
は

「
摺し
ゅ
う
扇
」「
摺
し
ゅ
う
じ
ょ
う
畳
扇
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
明
代
に
日
本
か
ら
輸
入
し
た
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。
日
本
語
の
「
扇
子
」
は
、
お
う
ぎ
。

　

漢
の
成
帝
の
寵
を
得
た
班
婕し
ょ
う
よ妤
の
「
怨
歌
行
」
は
、
斉
の
特
産
の
紈し
ら
ぎ
ぬ素
で

「
合
歓
扇
」
と
よ
ば
れ
る
二
枚
張
り
合
わ
せ
た
う
ち
わ
を
作
っ
て
帝
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
こ
と
を
詠
う
と
と
も
に
、

　
　

常
に
恐
る
秋
節
至
り
て
、
涼
風
の
炎
熱
を
奪
わ
ん
こ
と
を
。

　
　

篋き
よ
う
し笥
の
中
に
棄
捐
せ
ら
れ
て
、
恩
情　

中
道
に
絶
え
な
ん
。

　

涼
風
の
吹
く
秋
の
到
来
と
と
も
に
、
篋も
の
い
れ笥
に
し
ま
い
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う

と
、
寵
愛
を
失
う
悲
し
み
を
唱
っ
て
い
る
。
成
帝
は
趙
飛
燕
と
合
徳
の
姉
妹
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を
寵
愛
す
る
の
あ
ま
り
非
命
に
倒
れ
た
と
史
伝
が
伝
え
る
。

○ 

八
月
六
日

常
用
漢
字

簡
体
字

呉
音

シ
ュ

鐘

钟

漢
音

シ
ョ
ウ

訓　

か
ね

　
「
鐘
」
は
、「
金
」
と
「
童
」
と
か
ら
成
る
会
意
兼
形
声
文
字
で
、
か
ね
、
つ

り
が
ね
。「
童
」
は
、「
撞
」
す
な
わ
ち
「
つ
く
」
意
。

　
「
編へ
ん
し
よ
う鐘
」
は
、
中
国
古
代
の
宮
廷
楽
器
で
、
大
き
さ･

音
階
の
異
な
る
青
銅

の
鐘
を
並
べ
て
台
に
吊
し
た
も
の
。
多
く
は
十
二
律
に
あ
わ
せ
た
十
二
の
鐘

を
一
組
み
と
し
た
。
一
九
七
八
年
、
湖
北
省
随
州
市
近
郊
の
二
千
四
百
年
前

の
曽
侯
乙
墓
か
ら
発
見
さ
れ
た
編
鐘
は
、
五
オ
ク
タ
ー
ブ
六
十
五
個
で
、
上

段
十
九
鐘
、
中
段
三
十
五
鐘
、
下
段
十
三
鐘
に
配
架
さ
れ
る
。
鐘
は
、
正
面

と
側
面
と
で
二
つ
の
音
階
が
で
る
「
一
鐘
双
音
」。
鐘
に
は
古
い
篆
書
の
銘
文

が
二
千
八
百
字
余
り
彫
ら
れ
て
い
る
。
音
律
も
正
確
で
、
美
し
い
音
色
が
復

原
さ
れ
、
古
代
の
音
楽
を
伝
え
て
い
る
。

　
「
鐘し
よ
う
こ鼓
」
は
、
鐘
と
太
鼓
。
音
楽
を
演
奏
す
る
と
き
の
代
表
的
な
楽
器
。『
詩

経
』
周
南
の
第
一
篇
「
関か
ん
し
よ雎
」
は
、「
窈
窕
た
る
淑
女
、
鐘
鼓　

之
を
楽
し
ま
ん
」

と
結
ぶ
。
君
子
と
そ
の
よ
き
配
偶
者
が
音
楽
を
楽
し
み
、
相
和
す
る
、
い
わ

ゆ
る
「
関
雎
の
化
（
教
化
）」
を
説
き
あ
げ
て
い
る
。

○ 

八
月
七
日

常
用
漢
字

旧
字
体

簡
字
体

炉

爐

炉

漢
音

ロ

　
「
炉
」
は
「
爐
」
の
俗
字
。「
爐
」
は
、「
火
」
と
「
盧
」
の
会
意
兼
形
声
文
字
。

つ
ぼ
形
の
ま
る
い
コ
ン
ロ
、
あ
る
い
は
ハ
コ
の
意
を
あ
ら
わ
す
「
盧
」
と
「
火
」

に
よ
り
、
火
を
燃
や
す
カ
マ
ド
や
コ
ン
ロ
、
イ
ロ
リ
の
意
。

  「
夏
炉
冬
扇
」
は
、
後
漢
の
王
充
の
『
論
衡
』
逢
遇
篇
に
出
典
す
る
語
。
夏

の
炉い
ろ
りと
冬
の
扇う
ち
わの
意
で
、
無
益
な
言
論
や
才
能
に
た
と
え
る
。

  

明
の
小
説
『
西
遊
記
』
に
登
場
す
る
「
八
卦
爐
」
は
、
太
上
老
君
（
老
子
）

が
煉
丹
に
用
い
る
炉
で
、
乾け
ん

・
坎か
ん･

艮ご
ん･

震･

巽そ
ん･

離･

坤こ
ん･

兌だ

の
八
卦
か
ら
な

る
。
天
上
界
で
、
不
老
長
生
の
蟠ば
ん
と
う桃
、
う
ま
酒
の
玉
液
瓊け
い
し
よ
う漿
と
八
珍
百
味
を

盗
み
食
ら
い
、
不
老
不
死
の
金
丹
を
飲
み
つ
く
し
た
孫
悟
空
は
、
追
っ
手
の
顕

聖
二
郎
真
君
の
犬
に
ガ
ブ
リ
と
噛
み
つ
か
れ
て
捕
縛
さ
れ
る
。
し
か
し
、
す
で

に
金
鉄
の
肉
体
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
八
卦
盧
に
放
り
こ
ま
れ
て
煅た

ん
れ
ん煉
さ
れ

る
。
風
の
位
置
の
巽
に
潜
り
こ
ん
で
火
を
逃
れ
た
も
の
の
、
目
は
煙
の
た
め

「
火あ

か

め

眼
金
睛
」
と
な
っ
て
、
逃
げ
出
す
。
い
わ
ゆ
る
「
大だ
い
ど
う鬧
天
宮
（
大
い
に
天

宮
を
鬧さ
わ

が
す
）」
の
一
節
で
あ
る
。

○ 

八
月
八
日

常
用
漢
字

呉
音

コ

鼓

漢
音

コ

訓　

つ
づ
み

　
「
鼓
」
は
、
た
い
こ
・
つ
づ
み
を
あ
ら
わ
す
「
壴
」
と
、
棒
で
た
た
く
「
攴ボ

ク

」

と
か
ら
成
る
会
意
文
字
で
、
つ
づ
み
を
打
つ
意
。
転
じ
て
、
た
い
こ
・
つ
づ

み
。
後
漢
の
許
慎
の
『
説
文
解
字
』
で
は
、「
鼓0

」（
つ
づ
み
）
と
「
、」（
つ

づ
み
を
打
つ
）
の
文
字
を
区
別
し
て
い
た
が
、
六
朝
以
後
は
混
用
さ
れ
て
「
鼓
」

を
用
い
て
い
る
。

　
「
鼓
腹
撃
壌
」
は
、
帝
堯
の
と
き
、
あ
る
一
人
の
老
人
が
天
下
の
太
平
無
事
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を
楽
し
ん
で
、
腹
つ
づ
み
を
打
ち
、
土つ
ち
く
れ塊
を
打
ち
な
が
ら
、
堯
の
徳
を
称
え

て
歌
を
う
た
っ
た
と
い
う
故
事
。

　
「
鼓
盆
」
は
、「
盆は
ち

」
を
た
た
く
こ
と
。『
荘
子
』
至
楽
篇
に
、
荘
子
が
妻
を

亡
く
し
た
と
き
、
盆
を
た
た
い
て
歌
っ
た
こ
と
が
見
え
る
。
転
じ
て
、
妻
に

死
に
別
れ
る
こ
と
、
妻
を
失
う
こ
と
に
た
と
え
て
い
う
。

　
「
金
鼓
」
は
軍
用
の
鐘
と
太
鼓
。
進
軍
に
は
「
鼓
」、
止
ま
る
に
は
「
鐘
」
を

使
う
。『
孫
子
』
軍
争
篇
に
「
言
う
と
も
相
聞
こ
え
ず
、
故
に
鼓
鐸
を
為つ
く

る
」

と
あ
る
。
鳴
り
物
を
使
う
の
は
兵
士
た
ち
の
耳
目
を
一
つ
に
す
る
た
め
。

○ 

八
月
九
日

常
用
漢
字

本
字

古
字

呉
音

ワ

和

咊

龢

唐
音

オ

漢
音

カ
（
ク
ワ
）

訓　

や
わ
ら
ぐ
・
や
わ
ら
げ
る
・

な
ご
む
・
な
ご
や
か

　
「
和
」
は
、「
口
」
と
音
符
「
禾カ

」
と
か
ら
成
る
。「
禾
」
は
、
ま
る
く
垂
れ

た
穂
の
形
で
、
あ
わ
せ
る
、
加
わ
る
意
を
示
す
。
声
を
あ
わ
せ
心
を
あ
わ
せ
て
、

ま
る
く
ま
と
ま
る
意
。
ま
た
、
そ
の
や
わ
ら
い
だ
状
態
を
い
う
。

　
「
和
し
て
同
ぜ
ず
」
は
、『
論
語
』
子
路
篇
に
出
典
す
る
語
。「
君
子
は
和
し

て
同
ぜ
ず
、
小し
よ
う
じ
ん人
は
同
じ
て
和
せ
ず
」
と
の
対
句
形
式
に
よ
っ
て
、
付
和
雷

同
す
る
こ
と
の
な
い
生
き
方
を
説
い
て
い
る
。

　
『
老
子
』
に
は
「
和
光
同
塵
」
の
語
が
あ
る
。「
其
の
光
を
和
ら
げ
、
其
の

塵
に
同
じ
う
す
」。
知
恵
の
光
、
自
己
の
才
能
を
和
ら
げ
か
く
し
て
俗
世
間
に

ま
じ
わ
り
生
き
る
こ
と
。
仏
教
で
は
、
仏
が
衆し
ゆ
じ
よ
う生
を
救
う
た
め
知
恵
の
光
を

か
く
し
て
塵
の
よ
う
な
人
間
界
に
姿
を
変
え
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
。

　

わ
が
国
で
は
、
聖
徳
太
子
の
十
七
条
憲
法
（
六
〇
四
年
発
令
）
の
「
和
を

以
て
貴と
う
とし
と
為な

す
」
の
語
句
が
と
り
わ
け
知
ら
れ
る
が
、『
礼
記
』
儒
行
篇
の

「
礼
の
和
を
以
て
貴
し
と
為
す
」、『
論
語
』
学
而
篇
の
「
礼
の
和
を
用も
つ

て
貴
し

と
為
す
」
と
い
っ
た
先
行
す
る
例
が
認
め
ら
れ
る
。

○ 

八
月
十
日

人
名
用
漢
字

呉
音

ワ
・
イ
（
ヰ
）

倭

漢
音

ワ
・
イ
（
ヰ
）

　
「
倭
」
は
、「
人
」
と
音
符
「
委
」
と
か
ら
成
る
。「
委
」
は
、
ま
か
せ
る
意

で
、
従
順
、
し
た
が
う
こ
と
。
ま
た
、「
禾
」
は
し
な
や
か
に
穂
を
垂
れ
た
姿
で
、

女
を
添
え
た
「
委
」
は
女
の
な
よ
な
よ
し
た
姿
を
示
し
、「
倭
」
は
、
し
な
や

か
で
背
の
低
く
ま
が
っ
た
小
人
を
あ
ら
わ
す
と
も
い
う
。

　

中
国
で
は
、
昔
、
日
本
お
よ
び
日
本
人
を
「
倭
」
の
字
で
指
し
た
。『
後
漢
書
』

光
武
帝
紀
に
、
東
夷
の
倭
奴
国
王
が
使
者
を
遣
わ
し
た
こ
と
、
東
夷
列
伝
の

「
倭
」
に
、
建
武
中
元
二
年
（
五
七
）
に
倭
奴
国
が
朝
貢
し
、
光
武
帝
が
印
綬

を
賜
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
る
。
後
の
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）、
福
岡
市
の

志
賀
島
で
出
土
し
た
「
漢
委
奴
国
王
」
の
金
印
は
、「
委
」
が
「
倭
」
に
通
じ

る
こ
と
か
ら
、
光
武
帝
の
賜
っ
た
印
綬
に
当
た
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
『
三
国
志
』
魏
書
の
東
夷
伝
の
「
倭
人
」
の
伝
に
は
、「
倭
人　

帯
方
の
東
南

の
大
海
の
中
に
在
り
」
と
「
倭
人
」
の
語
を
も
っ
て
記
載
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も

当
時
の
中
華
思
想
の
立
場
か
ら
、
卑
し
ん
で
用
い
ら
れ
た
語
で
あ
る
。
な
お
、

東
夷
の
「
夷
」
は
東
方
に
住
む
異
民
族
の
呼
び
名
。
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○ 

八
月
十
一
日

人
名
用
漢
字

旧
字
体

簡
体
字

呉
音

レ
ン

簾

簾

簾

漢
音

レ
ン

訓　

す
だ
れ

　
「
簾
」
は
、「
竹
」
と
音
符
「
廉
」
と
か
ら
成
る
。「
廉
」
は
、
つ
ら
ね
あ
わ
す
、

き
ち
ん
と
そ
ろ
う
意
。「
簾
」
は
、
細
い
竹
を
連
ね
あ
わ
せ
た
、
あ
る
い
は
竹

を
そ
ろ
え
て
編
ん
だ
ス
ダ
レ
を
い
う
。
竹
製
の
ス
ダ
レ
を
「
簾
」
と
い
う
の

に
対
し
て
、
布
製
の
ス
ダ
レ
を
「
帘レ
ン

」
と
区
別
し
て
使
う
。

　

平
安
時
代
、
中
宮
定て
い
し子
か
ら
「
香
炉
峰
の
雪
は
い
か
な
ら
ん
」
と
尋
ね
ら
れ

た
清
少
納
言
は
、
す
ぐ
さ
ま
御み

す簾
を
撥か
か

げ
て
み
せ
た
こ
と
を
『
枕
草
子
』
に
伝

え
て
い
る
。
唐
の
白
居
易
の
詩
句
「
香
炉
峰
の
雪
は
簾
を
撥
げ
て
看
る
」
に

支
え
ら
れ
て
、
当
意
即
妙
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
応
対
し
た
と
こ
ろ
に
清
少

納
言
の
才
学
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

花
果
山
水
簾
洞
は
、『
西
遊
記
』
の
ス
ー
パ
ー
モ
ン
キ
ー
孫
悟
空
の
根
拠
地
。

瀑
布
が
入
口
を
お
お
い
隠
し
た
天
然
の
要
害
で
、
ま
さ
し
く
別
天
地
。「
垂
簾

の
政
」
は
、
御
簾
を
下
ろ
し
て
政
治
を
執
る
こ
と
。
年
少
の
天
子
に
か
わ
っ

て
太
皇
太
后
・
皇
太
后
が
執
る
政
治
を
い
う
。「
垂
簾
朝
政
」。

○ 

八
月
十
二
日 

常
用
漢
字

旧
字
体

簡
体
字

慣
用
音
ガ
イ

蓋

盖

呉
音　

カ
イ
・
ゴ
ウ
（
ガ
フ
）

漢
音　

カ
イ
・
コ
ウ
（
カ
フ
）

訓　
　

ふ
た

　
「
蓋
」
は
、「
艸
」
と
「
盍コ

ウ

」
と
か
ら
成
る
会
意
兼
形
声
文
字
。「
盍
」
は
「
去
」

と
「
皿
」
と
か
ら
成
る
会
意
文
字
で
、
皿
に
ふ
た
を
か
ぶ
せ
る
、
ふ
た
の
意
。

「
蓋
」
は
、
む
し
ろ
や
草
葺
き
の
屋
根
を
か
ぶ
せ
る
こ
と
、
草
の
ふ
た
、
引
い

て
は
、
お
お
う
意
。
訓
の
「
け
だ
し
」
は
、「
思
う
に
」
と
推
量
し
、
ま
た
「
そ

も
そ
も
」「
い
っ
た
い
」
と
説
き
だ
す
語
。
ま
た
、「
何
不
」
の
二
字
を
「
蓋
」

の
一
字
が
代
用
し
、「
な
ん
ぞ
…
ざ
る
」
と
再
読
す
る
。

　
「
傾
蓋
（
蓋
を
傾
く
）」
は
、
孔
子
と
程
子
が
道
で
出
会
っ
て
、
互
い
に
車

の
蓋お
お
い
を
傾
け
て
挨
拶
し
、
話
し
こ
ん
だ
故
事
か
ら
、
す
ぐ
に
旧
知
の
よ
う
に

親
し
く
な
る
こ
と
に
た
と
え
る
。

　
「
蓋
世
（
世
を
蓋お
お

う
）」
は
、
世
の
中
を
お
お
い
つ
く
す
意
。
劉
邦
と
天
下

を
争
い
な
が
ら
「
四
面
楚
歌
」
の
窮
地
に
陥
っ
た
覇
王
項
羽
は
、
歌
う
。

　
　

力
は
山
を
抜
き
気
は
世
を
蓋
う
、
時
に
利
あ
ら
ず
騅す
い

逝ゆ

か
ず
。

　
　

騅
逝
か
ざ
れ
ば
奈い
か
ん何
す
べ
き
、
虞ぐ

や
虞
や
若な
ん
じを
奈い
か
ん何
せ
ん
。

　

世
の
中
を
お
お
い
つ
く
す
気
概
の
持
ち
主
に
時
勢
は
味
方
す
る
こ
と
な
く
、

騎
乗
す
る
愛
馬
騅
も
困
憊
し
て
窮
す
る
中
、
愛
お
し
い
虞
美
人
を
思
い
や
っ

た
詠
唱
と
し
て
人
口
に
膾
炙
す
る
。

○ 

八
月
十
三
日

人
名
用
漢
字

呉
音

ケ
（
ク
エ
）

瓜

漢
音

カ
（
ク
ワ
）

訓　

う
り

　
「
瓜
」
は
、
つ
る
の
中
に
ウ
リ
が
ま
る
く
実
っ
て
い
る
形
を
描
い
た
象
形
文

字
で
、
ウ
リ
を
あ
ら
わ
す
。

　

ウ
リ
の
熟
す
る
時
を
「
瓜
時
」
と
よ
ぶ
。
陰
暦
七
月
。
春
秋
時
代
、
斉
の
襄

公
が
家
臣
を
ウ
リ
の
熟
す
る
と
き
に
守
備
に
遣
わ
し
、
翌
年
の
そ
の
時
期
に

交
代
す
る
と
約
束
し
た
（『
春
秋
左
氏
伝
』
荘
公
八
年
）。
任
期
が
満
ち
る
こ
と
、
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任
務
を
交
替
す
る
時
期
を
い
う
。「
瓜
代
」「
瓜か

に
及
ぶ
」
と
も
。

　
「
瓜
田
に
履く
つ

を
納い

れ
ず
」
は
、
瓜
畑
の
中
で
履
が
脱
げ
て
も
、
瓜
を
盗
ん
だ

と
疑
わ
れ
な
い
よ
う
、
う
つ
む
い
て
履
を
取
ら
な
い
意
。「
履
に
納
れ
ず
」
と

訓
じ
て
、
履
を
は
き
な
お
さ
な
い
意
と
も
い
う
。「
古
楽が

ふ府
」
君
子
行
の
「
李

下
に
冠
を
正
さ
ず
」
の
対
句
で
、
人
か
ら
疑
わ
れ
る
行
為
を
し
な
い
た
と
え
。

「
李
瓜
の
嫌
」
は
、
人
か
ら
疑
わ
れ
や
す
い
こ
と
を
す
る
こ
と
。

　
「
破
瓜
」
は
、
女
子
の
十
六
歳
、
男
子
の
六
十
四
歳
。「
瓜
」
の
字
を
二
つ

に
分
け
る
と
八
と
八
に
な
る
の
で
、
二
八
十
六
、八
八
六
十
四
と
な
る
。

○ 

八
月
十
四
日

常
用
漢
字

呉
音

リ
キ

力

漢
音

リ
ョ
ク

訓　

ち
か
ら

　
「
力
」
は
、
筋
肉
を
も
り
上
げ
た
腕
、
腕
の
筋
肉
を
す
じ
ば
ら
せ
て
が
ん
ば

る
さ
ま
を
描
い
た
象
形
文
字
で
、
ち
か
ら
、
つ
と
め
る
意
を
あ
ら
わ
す
。

　
「
力
士
」
は
、
力
の
強
い
男
の
意
。
相
撲
取
り
の
意
は
、
日
本
で
の
用
法
。

骨
折
り
や
努
力
を
惜
し
ま
な
い
人
を
「
力
子
」
と
い
う
。『
後
漢
書
』
樊は
ん
よ
う曄
伝

に
、「
游
子
は
常
に
貧
に
苦
し
み
、
力
子
は
天
の
富
ま
す
所
。」
と
い
う
の
は
、

努
力
が
報
わ
れ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

　
「
力
学
」
は
、
努
力
し
て
学
ぶ
こ
と
。
唐
の
白
居
易
は
、「
力
学
し
て
疲
れ

を
知
ら
ず
」
と
詠
じ
る
。
今
日
で
は
物
理
学
の
一
部
門
で
、
物
体
に
働
く
力

と
物
体
の
運
動
の
関
係
を
研
究
す
る
科
学
の
意
味
で
も
っ
ぱ
ら
用
い
る
。

　
「
力
は
山
を
抜
き
気
は
世
を
蓋
う
」
は
、
劉
邦
と
天
下
を
争
い
垓
下
に
囲
ま

れ
た
覇
王
項
羽
の
悲
歌
慷
慨
の
詩
句
（
八
月
十
二
日
「
蓋
」
参
照
）。

○ 

八
月
十
五
日

常
用
漢
字

旧
字
体

簡
体
字

呉
音

ゴ
ン

権

權

权

漢
音

ケ
ン
（
ク
エ
ン
）

　
「
権
」
は
「
木
」
と
音
符
「
雚カ
ン

」
に
よ
り
、
も
と
は
木
の
名
を
あ
ら
わ
す
。「
権
」

は
「
懸
」（
か
け
る
意
）
に
通
じ
て
、
棒
ば
か
り
の
重
り
、
分
銅
の
意
。
軽
重

を
測
る
こ
と
か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
意
を
含
む
。
力
や
重
み
か
ら
、
権
利
、

権
威
、
権
勢
の
意
に
も
用
い
る
。「
人
権
」
は
、
私
た
ち
が
社
会
生
活
で
幸
福

に
生
き
暮
ら
す
た
め
に
必
須
の
権
利
で
あ
る
。

　

物
事
の
釣
り
あ
い
や
バ
ラ
ン
ス
を
「
権
衡
」
と
い
う
。「
権
」
が
は
か
り
の

重
り
。「
衡
」
は
、
は
か
り
の
さ
お
。『
荀
子
』
大
略
篇
に
は
、「
礼
の
国
家
を

正
す
に
於
い
て
や
、
権
衡
の
軽
重
に
於
け
る
が
如
き
な
り
」
の
よ
う
に
、「
権

衡
」
を
も
っ
て
国
家
を
正
す
礼
に
た
と
え
る
。

　
『
孫
子
』
軍
争
篇
に
は
、
武
田
信
玄
の
「
風
林
火
山
」
の
典
拠
と
な
る
言
説

に
続
い
て
、「
郷
を
掠か
す

め
る
に
は
衆
を
分
け
、
地
を
廓ひ
ろ

む
る
に
は
利
を
分
か
ち
、

権
を
懸
け
て
動
く
。」
と
説
く
。「
権
を
懸
け
て
動
く
」
は
、
重
り
を
衡
に
懸

け
て
重
さ
を
量
る
よ
う
に
、
事
の
軽
重
を
推
し
量
っ
て
行
動
を
と
る
意
。
そ

の
判
断
に
事
の
成
否
が
か
か
る
。

○ 

八
月
十
六
日

常
用
漢
字

呉
音

ギ
ョ
ウ
（
ギ
ャ
ウ
）

衡

漢
音

コ
ウ
（
カ
ウ
）

　
「
衡
」
は
、「
𩵋
」
と
音
符
「
行
」
と
か
ら
成
る
会
意
兼
形
声
文
字
。「
𩵋
」
は
、
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大
き
な
角つ
の

。「
行
」
は
、
横
に
ま
っ
す
ぐ
渡
す
意
。「
衡
」
は
、
牛
が
人
を
突

か
ぬ
よ
う
、
牛
の
角
に
横
に
縛
り
つ
け
た
棒
、
つ
の
ぎ
。
転
じ
て
、
広
く
横
木
、

竿さ
お
ば
か
り
秤
の
棒
な
ど
を
い
う
。

　

二
本
の
柱
の
上
に
横
木
を
渡
し
て
つ
く
っ
た
冠か
ぶ
き木
門
を
、「
衡
門
」
と
い
う
。

転
じ
て
、
粗
末
な
家
、
世
俗
を
避
け
て
暮
ら
す
隠
者
の
家
を
意
味
す
る
。『
詩

経
』
陳
風
の
「
衡
門
」
に
、

　
　

衡
門
の
下
、
以
て
棲
遅
す
べ
し
。

　

と
唱
う
。「
棲せ
い

遅ち

」
は
、
ゆ
っ
た
り
と
安
ら
か
に
暮
ら
す
こ
と
。
そ
の
境
地

は
、
貧
に
甘
ん
じ
て
飢
え
を
も
楽
し
む
脱
俗
の
そ
れ
で
あ
る
。

　
「
衡
を
争
う
（
争
衡
）」
は
、
優
劣
を
あ
ら
そ
う
意
。
庾ゆ

信し
ん

の
「
竹
杖
賦
」
に
、

「
楚
漢　

衡
を
争
い
、
袁
曹
競
い
て
逐
う
」
と
詠
じ
ら
れ
る
。「
衡
を
持
す
（
持

衡
）」
は
、
は
か
り
を
平
ら
か
に
保
つ
こ
と
。
後
世
、
科
挙
試
験
の
主
司
を
「
持

衡
」
と
呼
ん
だ
。

○
八
月
十
七
日

常
用
漢
字

旧
字
体

簡
体
字

慣
用
音
ジ
ュ
ウ

縦

縱

纵

呉
音　

シ
ュ

漢
音　

シ
ョ
ウ

訓　
　

た
て

　
「
縦
」
は
、「
糸
」
と
音
符
「
從
」
と
か
ら
成
る
会
意
兼
形
声
文
字
。「
從
」
は
、

つ
き
し
た
が
う
、
つ
き
だ
す
意
。
糸
が
連
な
っ
て
タ
テ
に
長
く
の
び
る
こ
と
、

タ
テ
に
つ
き
だ
し
た
糸
か
ら
、
タ
テ
の
意
と
な
り
、
タ
テ
に
ど
こ
ま
で
も
の

び
る
の
で
、
の
び
放
題
、
ほ
し
い
ま
ま
の
意
に
用
い
る
。

　
「
縦
横
」
は
、
タ
テ
と
ヨ
コ
。
ま
た
、
南
北
と
東
西
。
思
う
ま
ま
、
自
由
自

在
を
も
意
味
す
る
。『
漢
書
』
の
芸
文
志
は
、「
諸
子
百
家
」
の
一
つ
に
「
縦

横
家
」
を
録
す
る
。「
縦
」
は
「
従
」
と
も
表
記
さ
れ
る
。

　

戦
国
時
代
、
新
興
勢
力
の
秦
が
台
頭
す
る
中
、
蘇
秦
は
、
韓･

魏･

趙･

燕･

楚･

斉
の
六
国
を
「
縦
（
従
）」
す
な
わ
ち
南
北
に
合
わ
せ
て
、
西
の
秦
に
対

抗
す
る
「
合が
っ
し
ょ
う縦（
従
）」
策
を
説
い
た
。
ま
た
、
張
儀
は
、
六
国
を
そ
れ
ぞ
れ

「
衡
」
す
な
わ
ち
東
西
に
秦
と
連
な
ら
せ
、
秦
に
服
事
さ
せ
る
「
連れ
ん
こ
う衡
」
策
を

唱
え
た
。
い
わ
ゆ
る
「
合
縦（
従
）
連
衡
」
と
並
称
さ
れ
る
外
交
策
が
遊
説
さ
れ
る

一
方
、
や
が
て
秦
王
政
（
秦
の
始
皇
帝
）
が
天
下
を
統
一
す
る
。

○ 

八
月
十
八
日

常
用
漢
字

呉
音

マ
イ

米

漢
音

ベ
イ

訓　

こ
め

　
「
米
」
は
象
形
文
字
で
、
黍
の
穂
に
小
さ
な
実
が
な
ら
ん
で
い
る
さ
ま
、
四

方
に
点
々
と
小
さ
な
穀
物
や
米
が
散
ら
ば
っ
た
さ
ま
。
穀
物
の
実
、
そ
の
小

さ
な
つ
ぶ
、
そ
の
脱
穀
し
た
も
の
。「
六り
く
べ
い米
」
は
、
黍･

稷･

稲･

粱
・
苽
・
大

豆
の
六
種
類
の
穀
類
。
引
い
て
は
、
稲
の
実
、
脱
穀
し
た
コ
メ
、
よ
ね
。

　
「
米
粟
」
は
、「
米
」
が
も
み
が
ら
を
取
り
の
ぞ
い
た
穀
物
、「
粟
」
が
も
み

の
ま
ま
の
も
の
で
、
穀
物
の
総
称
。
孔
子
の
弟
子
の
子
路
は
、
貧
し
く
も
両

親
に
孝
養
を
尽
く
し
、
百
里
の
外
か
ら
米
を
運
び
い
れ
た
と
伝
え
る
（『
孔
子

家
語
』
致
思
篇
）。
俗
に
「
百
里
に
米
を
負
う
」
と
称
さ
れ
る
。

　
『
荘
子
』
庚
桑
楚
に
、「
髪
を
簡え
ら

び
て
櫛
く
し
け
ずり
、
米
を
数
え
て
炊
く
」
と
あ
る
。

『
淮
南
子
』
泰
族
訓
に
は
、「
薪
を
秤は
か

り
て
爨か
し

ぎ
、
米
を
数
え
て
炊
く
は
、
以

て
小
を
治
む
べ
く
し
て
、
未
だ
以
て
大
を
治
む
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
、
こ

せ
こ
せ
と
し
て
大
事
を
治
め
き
れ
な
い
こ
と
に
た
と
え
る
。

　
「
米
」
の
字
を
分
解
す
る
と
、「
八
十
八
」
に
な
る
こ
と
か
ら
、
古
く
か
ら
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八
十
八
歳
を
「
米
寿
」「
米
年
」
と
よ
ん
で
祝
っ
た
。

○ 

八
月
十
九
日

常
用
漢
字

呉
音

ゲ
ツ
（
グ
エ
チ
）

穴

漢
音

ケ
ツ

訓　

あ
な

　
「
穴
」
は
、
横
穴
式
住
居
の
入
口
の
形
を
描
い
た
象
形
文
字
で
、
ア
ナ
の
意

を
あ
ら
わ
す
。
家
の
意
の
「
宀
」
と
左
右
に
分
け
る
「
八
」
と
の
会
意
文
字
で
、

洞
穴
を
掘
り
わ
け
て
住
む
穴
居
住
宅
を
意
味
す
る
と
も
い
う
。『
易
経
』
繋
辞

下
に
、「
上
古
は
穴
居
し
て
野
処
せ
り
」
と
あ
る
。
山
西
省･

陝
西
省･

甘
粛

省
な
ど
の
黄
土
高
原
地
帯
に
は
、
現
在
も
「
窰ヤ
オ
ト
ン洞
」
と
よ
ば
れ
る
横
穴
式
住

居
に
暮
ら
す
人
々
が
い
る
。

　
「
穴け
つ
け
ん見
」
は
、
穴
の
中
か
ら
見
る
こ
と
、
見
識
の
狭
い
こ
と
。「
穴
処
の
徒
」

は
、
穴
に
い
て
見
識
が
遠
く
に
及
ば
ぬ
人
、
遠
く
ま
で
見
通
せ
な
い
人
。「
穴

隙
を
鑽き

る
」
は
、
牆か

べ壁
に
穴
を
あ
け
る
意
。『
孟
子
』
滕
文
公
下
に
、「
父
母

の
命
、
媒
妁
の
言
を
待
た
ず
、
穴
隙
を
鑽
り
て
相
窺
う
」
と
あ
る
の
は
、
男

女
が
勝
手
に
相
手
を
垣
間
見
る
こ
と
で
、
淫
奔
の
義
を
示
し
た
。

　
「
虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ば
虎
子
を
を
得
ず
「（『
後
漢
書
』
班
超
伝
）
や
「
千
丈

の
堤
、
螻ろ
う

蟻
の
穴
を
以
て
潰つ
い

ゆ
」（『
韓
非
子
』
喩
老
篇
）
と
い
っ
た
故
事
成

語
も
行
わ
れ
る
。

○ 

八
月
二
十
日

常
用
漢
字

慣
用
音
ガ
ン
（
グ
ワ
ン
）

原

呉
音　

ゴ
ン

漢
音　

ゲ
ン
（
グ
エ
ン
）

訓　
　

は
ら

　
「
原
」
は
、
ガ
ケ
を
あ
ら
わ
す
「
厂カ

ン

」
と
イ
ズ
ミ
を
あ
ら
わ
す
「
泉
」
と
か

ら
成
る
会
意
文
字
。
ガ
ケ
の
岩
間
か
ら
水
が
湧
き
で
て
い
る
さ
ま
、
ま
た
、
そ

の
湧
き
で
た
イ
ズ
ミ
の
意
。「
源
」
の
原
字
で
、
み
な
も
と
の
意
を
あ
ら
わ
し
、

「
邍ゲ
ン

」（
高
く
平
ら
な
地
）
に
通
じ
て
、
は
ら
の
意
に
用
い
る
。

　
「
原
泉
」
は
、「
源
泉
」
の
意
で
、『
孟
子
』
離
婁
下
に
は
、「
原
泉　

混
混

と
し
て
、
昼
夜
を
舎お

か
ず
」
と
、
水
が
た
え
ず
湧
き
で
る
さ
ま
を
記
す
。

　
「
原
始
」
は
、
は
じ
め
、
起
こ
り
の
意
で
用
い
る
が
、「
原
」
に
は
、
根
本

を
た
ず
ね
る
意
が
あ
る
。『
易
経
』
繋
辞
上
に
、「
始
め
を
原た
ず

ね
終
わ
り
に
反か
え

る
」

と
い
っ
た
語
例
が
あ
る
。「
原
稿
」
は
、
原も
と

の
稿し
た
が
き本
。
印
刷
物
（
版
本
）
の
も

と
と
な
る
文
書
な
ど
を
い
う
。

　
「
燎り
よ
う
げ
ん原
の
火
」
は
、
原は
ら

を
燎や

く
火
。
野
原
に
放
た
れ
て
盛
ん
に
燃
え
る
火
。

そ
の
勢
い
の
盛
ん
な
た
と
え
。『
春
秋
左
氏
伝
』
隱
公
六
年
に
「
商
書
に
曰
く
」

と
し
て
、「
悪
の
易
き
や
、
火
の
原
を
燎
く
が
如
く
、
嚮む
か

い
邇ち
か

づ
く
べ
か
ら
ず
」

と
あ
り
、
悪
念
の
長
じ
や
す
い
た
と
え
と
な
る
。

○ 

八
月
二
十
一
日

常
用
漢
字

簡
体
字

傾

倾

漢
音

ケ
イ

訓　

か
た
む
く
・
か
た
む
け
る
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「
頃
」
は
、
あ
た
ま
を
あ
ら
わ
す
「
頁
」
と
、
か
わ
る
意
の
「
化
」
と
か
ら

成
る
会
意
文
字
で
、
頭
を
ま
げ
、
か
た
む
け
る
意
。
し
か
し
、
田
畑
の
単
位

に
も
用
い
ら
れ
た
た
め
、「
頃
」
に
「
人
」
を
加
え
て
、
か
た
む
く
、
か
た
む

け
る
意
に
用
い
た
。

　

唐
の
白
居
易
（
字
は
楽
天
）
は
、
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
の
ロ
マ
ン
ス
を
題
材

と
す
る
「
長
恨
歌
」
の
冒
頭
、「
漢
皇　

色
を
重
ん
じ
て
傾
国
を
思
う
」
と
詠う
た

い
は
じ
め
る
。「
傾
国
」
は
、
国
を
傾
け
る
意
で
、
一
国
を
も
危
う
く
す
る
ほ

ど
の
美
女
、
絶
世
の
美
女
を
い
う
。「
傾
城
」
も
、
城
を
傾
け
る
意
で
、
同
様

の
語
。「
城
」
は
、
ま
ち
、
都
市
の
意
。
よ
り
古
く
は
、
漢
の
武
帝
の
寵
臣
李

延
年
が
「
北
方
に
佳
人
有
り
」
の
歌
詞
の
中
で
、「
一
た
び
顧
み
れ
ば
人
城
を

傾
け
、
再
び
顧
み
れ
ば
人
国
を
傾
く
」
と
詠
じ
た
（『
漢
書
』
外
戚
伝
）。
こ

の
佳
人
こ
そ
、
後
に
武
帝
の
後
宮
に
入
る
妹
の
李
夫
人
で
あ
っ
た
。
日
本
で

は
「
傾
城
」
を
、
お
い
ら
ん
、
遊
女
の
意
に
用
い
る
。

○ 

八
月
二
十
二
日

常
用
漢
字

呉
音　

ケ
チ
（
ク
ヱ
チ
）

決

漢
音　

ケ
ツ
（
ク
ヱ
ツ
）

訓　
　

き
め
る
・
き
ま
る

　
「
決
」
は
、「
水
」
と
音
符
「
夬ケ

ツ

」
と
か
ら
成
る
会
意
兼
形
声
文
字
で
、
堤

防
が
水
に
よ
っ
て
え
ぐ
り
と
ら
れ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。
堤
防
が
切
れ
る
意

か
ら
、
決
ま
る
意
に
転
じ
た
。「
夬
」
は
、
え
ぐ
り
と
る
意
。

　
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
に
、「
河
決き

れ
て
復
た
壅ふ
さ

ぐ
べ
か
ら
ず
」
と
あ
る
の
は
、

黄
河
が
決
壊
し
た
こ
と
を
い
う
。「
決
河
の
勢
い
き
お
い」
は
、
堤
防
が
決
壊
し
て
、
河

水
が
あ
ふ
れ
出
て
く
る
す
さ
ま
じ
い
勢
い
の
こ
と
。
抑
え
鎮
め
よ
う
と
し
て

も
抑
え
き
れ
な
い
勢
い
の
た
と
え
。『
淮
南
子
』
兵
略
訓
に
、「
是こ

の
故
に
善

く
兵
を
用
い
る
者
は
、
勢
い
積
水
に
千
仞じ

ん

の
隄
を
決え
ぐ

ら
る
る
が
如
し
」
と
の

用
例
が
見
え
る
。

  「
決
眥し〔
せ
い
〕」
は
、
ま
な
じ
り
が
裂
け
る
、
眼
を
怒
ら
す
、
目
を
見
張
る
意
。
魏

の
曹
植
の
「
鼙
舞
歌
」
孟
冬
篇
に
、「
目
を
張ひ
ら

き
眥
ま
な
じ
りを
決さ

き
、
髪
は
怒
り
て
冠
か
ん
む
り

を
穿
つ
」
と
の
怒
り
の
表
現
が
見
え
て
い
る
。

　
「
決
死
」
は
、「
死
を
決
す
」、
死
ぬ
覚
悟
を
決
め
る
意
。

○ 

八
月
二
十
三
日

人
名
用
漢
字

旧
字
体

簡
体
字

呉
音

ゼ
ン

蝉

蟬

蝉

漢
音

セ
ン

訓　

せ
み

　

セ
ミ
は
、
カ
メ
ム
シ
目
・
頸
吻
亜
目
・
セ
ミ
上
科
に
分
類
さ
れ
た
昆
虫
の

総
称
。
オ
ス
の
腹
腔
内
に
発
音
筋･

発
音
膜
・
共
鳴
室
な
ど
の
発
音
器
官
が
あ

る
。「
蟬
語
」「
蟬
声
」「
蟬
吟
」「
蟬
鳴
」
は
、
そ
の
鳴
き
声
、
そ
の
鳴
く
こ

と
を
あ
ら
わ
す
。「
蟬
翼
」
は
、
軽
い
、
薄
い
、
美
し
い
こ
と
に
た
と
え
る
。「
蟬

鬢
」
は
、
う
す
く
透
い
て
蟬
翼
の
よ
う
に
見
え
る
結
髪
を
い
う
。

　
『
淮
南
子
』
説
林
訓
に
い
う
「
蟬
は
飲
み
て
食
わ
ず
」
は
、
蟬
が
樹
液
だ
け

を
飲
ん
で
、
物
を
食
わ
な
い
意
で
、
蟬
の
食
性
の
清
潔
さ
が
称
え
ら
れ
る
。
陸

雲
の
「
寒
蟬
賦
」
に
、
蟬
は
「
文
」（
頭
上
に
綏か
ざ

り
が
あ
る
）「
清
」（
気
を
含

み
露
を
飲
む
）「
廉
」（
黍
稷
を
享う

け
な
い
）「
倹
」（
巣
に
す
ま
な
い
）「
信
」（
候

に
応
じ
て
常
を
守
る
）
の
「
五
徳
」
を
備
え
る
と
詠
ぜ
ら
れ
る
。

　

蟬
は
、
夏
の
間
し
か
生
き
ず
、
冬
場
に
降
る
雪
を
知
ら
な
い
の
で
、
見
聞

の
狭
い
こ
と
に
た
と
え
、『
塩え
ん
て
つ鉄
論
』
相
刺
に
は
「
睹み

ざ
る
所
を
以
て
人
を
信

ぜ
ざ
る
は
、
蟬
の
雪
を
知
ら
ざ
る
が
若ご
と

し
」
と
の
言
説
が
見
え
る
。

　

セ
ミ
の
抜
け
殻
は
「
蟬せ
ん
ぜ
い蛻
」
と
よ
ば
れ
、
止か
ゆ
み
ど
め痒、
解
熱
の
漢
方
薬
。
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○ 

八
月
二
十
四
日簡

体
字

呉
音　

ギ

蟻

漢
音　

ギ

訓　
　

あ
り

　

ア
リ
は
、
ハ
チ
目
ア
リ
科
の
昆
虫
で
、
体
は
頭･

胸･

腹
の
三
部
に
分
か
れ
、

胸
部
と
腹
部
の
間
が
細
く
く
び
れ
る
。
女
王
蟻
を
中
心
に
、
雄
蟻･

働
き
蟻

（
職
蟻
）
の
階
層
に
よ
っ
て
群
棲
し
な
が
ら
共
同
的
社
会
生
活
を
い
と
な
む
。

「
義
」
は
、
格
好
の
い
い
こ
と
、
キ
チ
ン
と
し
て
い
る
意
で
、
そ
の
規
則
正
し

い
生
活
を
示
し
て
い
る
。「
蟻
集
」「
蟻
聚
」
は
、
蟻
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
集

ま
る
こ
と
。
蟻
は
降
雨
を
予
知
す
る
か
ら
、「
蟻
穴
（
蟻
塚
の
あ
な
）
に
封
す

れ
ば
、
雨あ
め
ふる
」
と
そ
の
予
兆
が
伝
え
ら
れ
る
。

　
『
韓
非
子
』
喩
老
篇
に
、「
千
丈
の
堤
、
螻ろ
う

蟻
の
穴
を
以
て
潰つ
い

ゆ
」
と
い
う
。

「
螻
」
は
、
ケ
ラ
。
日
本
で
は
「
千
丈
の
堤
も
蟻
の
穴
よ
り
崩
れ
る
」、「
蟻
の

穴
か
ら
堤
も
崩
れ
る
」。
小
事
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
、
大
き
な
禍
を
ま
ね
く

と
の
戒
め
で
あ
る
。

　
「
蟻
夢
」
は
、
唐
の
淳じ
ゆ
ん
う于
棼ふ
ん

が
夢
で
蟻
の
国
、
槐か
い
あ
ん安
国
の
駙ふ
ば

馬
（
公お
う
じ
よ主
の
婿
）

と
な
り
、
栄
枯
盛
衰
を
経
験
す
る
『
南な
ん

柯か

太
守
伝
』
の
も
の
が
た
り
を
指
す
。

人
生
の
は
か
な
さ
を
夢
を
通
し
て
語
っ
た
唐
代
伝
奇
小
説
の
一
つ
。

○ 

八
月
二
十
五
日

常
用
漢
字

呉
音　

シ
ョ
ウ
（
シ
ャ
ウ
）

井

漢
音　

セ
イ

訓　
　

い

　
「
井
」
は
、
井
戸
の
四
角
い
ワ
ク
の
形
を
描
い
た
象
形
文
字
で
、
い
ど
の
意
。

類
似
す
る
「
丼セ

イ

」
の
「
丶
」
は
、
い
ど
の
中
、
あ
る
い
は
い
ど
の
清
水
が
た
ま

る
こ
と
。「
丼
」
も
、
い
ど
の
意
に
用
い
ら
れ
る
が
、
日
本
で
は
、
ド
ン
ブ
リ

（
①
厚
み
の
あ
る
は
ち
、
②
職
人
な
ど
が
着
る
腹
掛
け
の
前
の
物
入
れ
）
の
意

に
借
り
て
用
い
る
。

　

井
戸
の
あ
る
所
に
人
が
集
ま
り
、
物
が
あ
れ
ば
こ
れ
を
売
っ
て
市い
ち

を
な
す
。

民
衆
が
売
り
買
い
す
る
所
、
引
い
て
は
市
中
市
街
を
「
市
井
」
と
い
う
。

　

古
く
劉
宋
の
鮑
照
の
「
字
謎
三
首
」
の
第
一
首
に
次
の
詩
が
あ
る
。

　
　

二
形
一
体
（
二
の
形
が
一
つ
の
体
を
つ
く
り
）

　
　

四
支
八
頭
（
四
つ
の
手
足
〔
肢
体
〕
に
八
つ
の
頭
）

　
　

四
八
一
八
（
四
八
三
十
二
と
一
八
が
八
で
、
四
十
）

　
　

飛
泉
仰
流
（
つ
る
べ
で
汲
み
あ
げ
玉
と
飛
び
散
る
水
し
ぶ
き
）

　

文
字
当
て
の
ナ
ゾ
ナ
ゾ
で
、
答
え
は
「
井
」。
文
字
の
形
状
と
「
離
」
や

「
拆た
く

」
と
よ
ば
れ
る
分
解
、
汲
み
あ
げ
る
取
水
法
に
支
え
ら
れ
た
絶
妙
の
字
謎

の
詩
で
あ
る
。

○ 

八
月
二
十
六
日

常
用
漢
字

慣
用
音
チ
ン

枕

呉
音　

シ
ン

漢
音　

シ
ン

訓　
　

ま
く
ら

　
「
枕
」
は
、「
木
」
と
音
符
「
冘
」
か
ら
成
り
、
頭
で
押
し
さ
げ
る
木
製
の

ま
く
ら
の
意
を
あ
ら
わ
す
。「
冘
」
は
、
枷
で
人
の
肩
を
押
さ
え
て
、
下
に
押

し
さ
げ
る
さ
ま
と
い
う
。
甲
骨
文
で
は
、
牛
を
川
に
し
ず
め
る
さ
ま
。

　
「
夢
枕
」
は
、
こ
れ
を
用
い
て
寝
る
と
夢
を
み
る
こ
と
の
で
き
る
ま
く
ら
。

「
邯か
ん
た
ん鄲
の
夢
枕
」
と
い
え
ば
、
唐
代
に
著
さ
れ
た
小
説
『
枕
中
記
』
の
も
の
が
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た
り
を
い
う
。
邯
鄲
道
中
で
、
耕
作
地
に
向
か
う
青
年
盧ろ

生せ
い

が
、
老
い
た
道
士

呂
翁
か
ら
陶
磁
の
枕
を
借
り
て
昼
寝
を
し
た
と
こ
ろ
、
栄
枯
盛
衰
に
み
ち
た

一
生
涯
を
夢
み
て
、
人
生
の
は
か
な
さ
を
さ
と
る
ス
ト
ー
リ
ー
。
店
主
が
炊

き
は
じ
め
た
黄
粱
が
い
ま
だ
炊
き
あ
が
る
前
の
短
い
時
間
に
み
た
夢
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、「
黄
こ
う
り
ょ
う粱
一い
っ
す
い炊
の
夢
」
と
も
よ
ば
れ
る
。

　
「
獏ば
く

（
貘
）」
は
、
中
国
の
想
像
上
の
動
物
で
、
体
形
は
熊
、
鼻
は
象
、
目

は
犀
、
尾
は
牛
、
足
は
虎
に
似
る
と
い
い
、
歯
が
強
く
て
鋼
鉄
を
食
い
、
か

つ
人
の
悪
夢
を
食
う
と
伝
え
ら
れ
る
。

○ 

八
月
二
十
七
日

人
名
用
漢
字

呉
音　

ロ
ウ
（
ラ
ウ
）

梁

漢
音　

リ
ョ
ウ
（
リ
ャ
ウ
）

訓　
　

は
り

　
「
梁
」
は
、「
水
」
と
「
刅
」
に
「
木
」
を
加
え
て
成
り
た
つ
。
岸
に
柱
を

立
て
て
、
水
の
両
側
に
架
け
わ
た
し
た
橋
を
あ
ら
わ
す
。
家
の
棟
を
さ
さ
え

る
は
り･

う
つ
ば
り
、
川
の
瀬
で
魚
を
と
ら
え
る
や
な
の
意
も
あ
る
。

　
『
礼
記
』
檀
弓
篇
に
載
る
、
孔
子
が
自
分
の
死
を
予
知
し
て
う
た
っ
た
歌
に
、

「
泰
山
其そ

れ
頽く
ず

れ
ん
か
。
梁
木
其
れ
壊や
ぶ

れ
ん
か
。
哲
人
其
れ
萎や

ま
ん
か
」
の
語

が
あ
る
。
泰
山
は
衆
山
の
仰
ぎ
み
る
山
、
梁
木
は
衆
木
の
依
る
木
で
、
と
も

に
最
も
枢
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
賢
人
の
死
を
た
と
え
て
「
泰
山
頽

れ
梁
木
壊や
ぶ

る
」
と
い
う
。

　
「
梁
り
よ
う
じ
よ
う
上
の
君
子
」
は
、
梁
の
上
の
盗
人
を
指
し
て
い
っ
た
語
。『
後
漢
書
』
陳ち
ん

寔し
よ
く

伝
に
、
部
屋
の
梁は
り

の
上
に
盗
賊
が
潜
ん
で
い
る
の
を
知
っ
た
陳
寔
は
、
子

や
孫
た
ち
を
よ
ぶ
と
、「
人
は
自
ら
勉
め
て
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
不
善

の
輩
も
生
来
の
悪
人
で
は
な
く
、
慣
習
と
な
っ
て
悪
に
染
ま
っ
た
も
の
で
、
梁

上
に
い
る
君
子
こ
そ
が
そ
れ
だ
」
と
訓
戒
し
て
、
盗
賊
を
改
悛し
ゅ
ん

さ
せ
た
と
伝

え
る
。「
梁
上
の
君
子
」
は
盗
人
の
異
名
と
な
っ
た
。

○ 

八
月
二
十
八
日簡

体
字

呉
音　

ジ
ン

塵

尘

漢
音　

チ
ン

訓　
　

ち
り

　
「
塵
」
は
「
鹿
」
と
「
土
」
と
か
ら
成
る
会
意
文
字
。
シ
カ
の
群
れ
が
走
り

去
っ
た
あ
と
に
土
ぼ
こ
り
が
た
つ
こ
と
を
示
し
、
ち
り
の
意
を
あ
ら
わ
す
。

　

人
や
車
馬
が
通
っ
た
後
に
た
つ
土
ぼ
こ
り
を
、「
後
塵
」
と
い
う
。
晋
の
石

崇
が
、
権
力
者
の
車
が
土
ぼ
こ
り
を
た
て
て
通
過
す
る
の
に
対
し
て
、
後
方

か
ら
拝
し
た
と
『
晋
書
』
石
崇
伝
に
記
さ
れ
る
。「
後
塵
を
拝
す
」
は
、
権
勢

あ
る
人
に
こ
び
へ
つ
ら
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
「
塵
土
」「
塵
界
」
は
、
け
が
れ
た
世
、
俗
世
間
を
い
う
。
晋
の
陶
淵
明
は

「
園
田
の
居
に
帰
る
」
の
詩
篇
の
中
で
、
長
ら
く
俗
塵
に
ま
み
れ
て
役
人
生
活

を
送
っ
て
い
た
こ
と
を
、「
誤
っ
て
塵
網
の
中
に
落
つ
」
と
表
現
す
る
。「
塵
網
」

は
、
人
を
が
ん
じ
が
ら
め
に
絡
め
と
る
世
俗
の
網
の
意
。

　

そ
の
昔
、
魯
の
人
で
あ
る
虞
公
は
、
声
を
発
す
れ
ば
清
越
で
、
そ
の
歌
声
が

梁
の
上
の
塵
を
動
か
し
た
と
、『
劉り
ゅ
う
し
ょ
う向
別
録
』
に
あ
る
。「
梁
塵
」
は
巧
み
な

音
楽
を
も
意
味
し
、
わ
が
国
の
後
白
河
法
皇
の
撰
じ
た
歌
謡
集
『
梁
塵
秘
抄
』

に
命
名
さ
れ
て
も
い
る
。
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○ 

八
月
二
十
九
日

常
用
漢
字

呉
音　

ヒ
ャ
ク

壁

漢
音　

ヘ
キ

訓　
　

か
べ

　
「
壁
」
は
、「
土
」
と
音
符
「
辟ヘ

キ

」
と
か
ら
成
り
、
家
の
中
や
外
の
平
ら
か

な
壁
の
意
を
あ
ら
わ
す
。「
辟
」
は
、
表
面
が
平
ら
で
薄
い
意
と
も
、
お
お
う
、

ふ
せ
ぐ
意
と
も
い
わ
れ
る
。

　

俗
に
「
壁
に
耳
あ
り
、
障
子
に
目
あ
り
」
と
い
う
が
、
明
の
小
説
『
金
瓶

梅
詞
話
』
第
八
十
六
回
に
、「
牆か
き
ねに
縫
す
き
ま

有
り
、
壁
に
耳
有
り
」
の
語
が
確
認
さ

れ
る
。「
壁
に
耳
有
り
」
は
、「
隔か

べ牆
に
耳
有
り
」
と
も
い
う
。

　

漢
の
匡き
よ
う
こ
う衡
は
、
貧
乏
で
灯
火
が
無
い
の
で
、
壁
を
う
が
っ
て
隣
の
家
の
明

か
り
で
書
物
を
読
ん
だ
（『
漢
書
』
匡
衡
伝
）。
こ
の
苦
学
の
さ
ま
は
、「
壁
光
」

あ
る
い
は
「
壁
を
鑿う
が

ち
て
光
を
偸ぬ
す

む
」「
壁
を
鑿
ち
て
書
を
読
む
」
の
語
で
顕

彰
さ
れ
る
。

　
「
壁
立
」
は
、
壁
が
垂
直
に
切
り
立
つ
こ
と
。「
壁
立
千
仞じ
ん

」
は
、
巖
石
が

高
く
聳
え
る
さ
ま
を
い
う
。

　

漢
の
武
帝
の
文
章
の
臣
と
な
る
司
馬
相
如
は
、
素
封
家
の
娘
で
あ
る
卓
文

君
と
郷
里
の
成
都
に
駆
け
落
ち
し
た
が
、
そ
の
所
帯
は
、「
家
居
徒た

だ
四
壁
立

つ
の
み
」
と
、『
史
記
』
司
馬
相
如
伝
に
記
す
。
ま
さ
に
四
方
の
壁
だ
け
で
無

一
物
の
状
態
を
的
確
に
伝
え
る
。

○ 

八
月
三
十
日

常
用
漢
字

呉
音　

ス
イ

炊

漢
音　

ス
イ

訓　
　

た
く

　
「
火
」
と
「
欠
」
と
か
ら
成
る
「
炊
」
の
字
は
、
火
を
吹
き
お
こ
す
さ
ま
か
ら
、

火
を
お
こ
し
て
煮
炊
き
す
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。「
欠
」
は
、
人
が
口
を
開
け

て
い
る
さ
ま
を
描
い
た
象
形
文
字
。

　
「
炊
飯
」「
炊
爨さ
ん

」
は
、
飯
を
炊
く
こ
と
、
食
事
の
し
た
く
を
す
る
こ
と
。「
炊

金
」
は
、
黄
金
を
炊
い
て
食
物
と
す
る
こ
と
。
珠
玉
を
食
物
と
す
る
「
饌せ
ん

玉
」

の
語
と
合
わ
せ
て
、
贅
沢
な
食
事
を
褒
め
て
「
炊
金
饌
玉
」
と
い
う
。

　
「
炊
臼
」
は
、
臼
で
飯
を
か
し
ぐ
こ
と
。
臼
の
中
で
炊
事
す
る
夢
を
み
た
旅

商
人
の
張
胆
が
、
夢
解
き
に
す
ぐ
れ
た
王
生
に
卜ぼ
く

し
て
も
ら
う
と
、「
君
帰
る

も
妻
を
見
ざ
る
な
り
。
臼
の
中
に
炊
く
と
は
、
固も
と

よ
り
釜
無
き
な
り
」（「
釜フ

」

は
「
婦フ

」
と
音
が
通
じ
る
）
と
答
え
た
。
果
た
し
て
家
に
帰
り
つ
く
と
、
妻
は

死
ん
で
数
ヶ
月
経
っ
て
い
た
、
と
唐
の
段
成
式
『
酉
陽
雑
俎
』
前
集
巻
八
「
夢
」

が
伝
え
る
。「
炊
臼
の
夢
」
は
、
妻
を
失
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

物
価
の
高
い
都
会
で
の
生
活
の
苦
し
み
を
「
桂
玉
の
艱
」
と
い
う
。
戦
国
時

代
の
遊
説
家
蘇
秦
が
楚
の
威
王
に
謁
見
す
る
の
に
三
月
待
た
さ
れ
、
珠
玉
よ

り
高
い
食
費
と
桂
（
香
木
）
よ
り
高
い
光
熱
費
に
苦
し
ん
だ
こ
と
に
よ
る
（『
戦

国
策
』
楚
策
）。「
炊
桂
」
は
高
価
な
桂
の
木
で
飯
を
炊
く
こ
と
。
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○ 

八
月
三
十
一
日

常
用
漢
字

呉
音　

セ
ン
・
サ
イ

洗

漢
音　

セ
ン
・
セ
イ

訓　
　

あ
ら
う

　
「
先
」
は
「
足
」
と
「
人
」
の
会
意
文
字
で
、
人
間
の
足
さ
き
、
足
さ
き
が

体
よ
り
先
に
立
つ
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。
こ
の
「
先
」
と
「
水
」
と
か
ら
成
る

「
洗
」
の
字
は
、
足
さ
き･
足
ゆ
び
に
水
を
通
し
て
あ
ら
う
、
す
す
ぐ
意
。

　
「
赤
貧
洗
う
が
如
し
」
は
、
貧
乏
で
、
す
っ
か
り
洗
い
清
め
た
よ
う
に
、
お

よ
そ
何
も
無
い
こ
と
を
い
う
。
わ
が
国
、
原
善
（
念
斎
）
の
『
先
哲
叢
談
』
物

茂
卿
に
、「
時
に
赤
貧
洗
う
が
ご
と
く
、
舌
耕
殆
ど
衣
食
を
給
せ
ず
」
と
見
え

る
。「
赤
貧
」
は
、「
赤
窮
」
と
と
も
に
甚
だ
し
い
貧
乏
を
い
う
。

　
「
洗
心
」
は
、
心
の
煩
い
や
け
が
れ
を
洗
い
清
め
る
こ
と
。
面
目
を
革あ
ら
ため
る

「
革
面
」
と
合
わ
せ
て
、「
洗
心
革
面
」
の
四
字
で
、
心
を
あ
ら
た
め
面
目
を

一
新
す
る
、
改
心
し
て
善
に
向
か
う
こ
と
を
い
う
。

　
「
洗
耳
」
は
、
文
字
ど
お
り
、
耳
を
洗
う
意
。
昔
、
帝
堯ぎ
ょ
うが
天
下
を
許き
ょ
ゆ
う由
に

譲
ろ
う
と
し
た
と
き
、
許
由
は
川
の
水
で
耳
を
洗
っ
た
と
い
う
。
俗
世
の
け

が
れ
を
避
け
る
意
を
示
す
。
ま
た
、
耳
の
穴
を
洗
い
清
め
て
傾
聴
す
る
意
に

も
用
い
る
。

〔
補
記
〕「
漢
字
一
日
一
字
抄
―
漢
字
・
漢
語
・
漢
文
の
窓
〔
七
月
の
部
〕―
」

（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
職
研
究
科
紀
要
』
第
四
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
を

あ
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

【
付
記
】
二
〇
〇
八
・
九
年
度
研
究
部
会
「
漢
字
・
漢
語
・
漢
文
に
関
す
る
教

育
方
法
の
検
討
」
の
報
告
の
一
部
で
あ
る
。
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